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Ⅰ熊本大学薬学教育部の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）学部等名：熊本大学大学院薬学教育部 創薬･生命薬科学専攻 博士前期課程 

                               創薬･生命薬科学専攻 博士後期課程 

                                     医療薬学専攻 博士課程 

（２）学生数及び教員数（平成 30 年５月 1 日現在） 

：学生数 137 人、専任教員数（現員数）：44 人、助手数（１人） 

 

資料Ⅰ-1 学生数（平成 30 年５月現在） 

専攻名 1 年 2 年 3 年 4 年 合計 

創薬･生命薬科学専攻 博士前期課程 29 33 - - 62 

創薬･生命薬科学専攻 博士後期課程 9 13 18 - 40 

医療薬学専攻 博士課程 6 8 11 10 35 

（出典：熊本大学データ集） 

 

1 学年学生定員   

創薬･生命薬科学専攻 博士前期課程（35 名） 

創薬･生命薬科学専攻 博士後期課程（10 名） 

医療薬学専攻 博士課程（８名） 

 

資料Ⅰ-2 教員数及び職員数（平成 30 年５月現在） 
専攻名 教員数 職員数 

創 薬 ･生 命 薬 科
学専攻  
博士前期課程 

［専任教員（計 53 名）］ 
教授 22 名、准教授 14 名、講師 3 名、助教 14 名 
［非常勤講師（計 7 名）］ 
学内講師 4 名、学外講師 3 名 

14 名（非常
勤職員 4 名
を含む｡） 

創 薬 ･生 命 薬 科
学専攻  
博士後期課程 

［専任教員（計 33 名）］ 
教授 14 名、准教授 8 名、講師 3 名、助教 8 名 
［非常勤講師（計 0 名）］ 
学内講師 0 名、学外講師 0 名 

医 療 薬 学 専 攻 
博士課程 

［専任教員（計 20 名）］ 
教授 8 名、准教授 6 名、助教 6 名 
［非常勤講師（計 0 名）］ 
学内講師 0 名、学外講師 0 名 

（出典：熊本大学データ集） 

 

明治 18 年に創立された私立熊本薬学校は、その後、私立九州薬学校（明治 41 年）、私立

九州薬学専門学校（明治 43 年）、官立熊本薬学専門学校（大正 14 年）を経て、昭和 24 年

に熊本大学が設置されたとき熊本大学薬学部となった。昭和 39 年に大学院薬学研究科（修

士課程）が、昭和 60 年に大学院薬学研究科（博士課程）が新設された。その後、平成 10

年に大学院臨床薬学専攻（博士課程）が、平成 13 年に大学院分子機能薬学専攻（博士課程）

が新設された。平成 15 年には大学院医学研究科と大学院薬学研究科を統合･改組し、大学

院医学薬学研究部、大学院薬学教育部、大学院医学教育部が設置された。このときから「研

究部」は教員が所属する教員組織、「教育部」は大学院生が所属する教育組織となった。平

成 18 年、薬学教育に関する法改正を受けて、薬学部に６年制学科「薬学科」と４年制学科

「創薬･生命薬科学科」が新設された。この新しい４年制学部に接続する大学院として平成

22 年に大学院薬学教育部創薬･生命薬科学専攻博士前期課程が、平成 24 年に大学院薬学教

育部創薬･生命薬科学専攻博士後期課程が設置され、６年制学部に接続する大学院として

平成 24 年に医療薬学専攻博士課程が新設された（資料Ⅰ-3）。 

「創薬･生命薬科学専攻」及び「医療薬学専攻」は、学士課程教育で培われた基礎薬科学、



熊本大学大学院薬学教育部 

3 
 

生命科学、医療系薬学および衛生・社会系薬学の素養を基盤にして、各専門分野で自立し、

かつ指導性を発揮できる、いわゆる高度な薬の専門家および生命科学者の育成を目指して

いる。 

 

資料Ⅰ-3 薬学教育部創薬･生命薬科学専攻博士後期課程及び医療薬学専攻博士課程 

 

（出典：薬学部教育委員会関係資料） 

 

２ 特徴 

（１）複合的な教育組織 

大学院生命科学研究部が教員組織であるのに対し、大学院薬学教育部は教育に特化した

組織であるという点が特徴である。すなわち、生命科学研究部薬学系 17 分野、薬学部所

属臨床系２分野、協力講座１分野、共同研究講座５分野、薬学部附属の３センター（創薬

研究センター、育薬フロンティアセンター、薬用資源エコフロンティアセンター）、発生

医学研究所１分野、生命資源研究･支援センター５分野からなり、複合的に組織が連携し

て大学院教育を行っている（資料Ⅰ-4）。 

（２）大学院先導機構教員参画による薬学教育の充実 

薬学教育部では、国際共同研究の強化を図るため、大学院先導機構を中心としたテニュ

アトラック制度等を活用し、テニュアトラック教員を含む大学院先導機構教員を積極的に

活用している（資料Ⅰ-5）。また、熊本創生推進機構にも人材を輩出し、優れた若手人材の

有効活用をしている。また、外国人教員の採用にも活用している。 

（３）大学院教育プログラム 

平成 17 年には「DDS スペシャリスト養成プログラム」が日本学術振興会「魅力ある大

学院教育イニシアティブ」に、さらに平成 19 年には「創薬研究者養成プログラム」が文

科省「大学院教育改革支援プログラム」に採択になり、先進的な大学院教育への取組みを

行ってきた。 

（４）博士課程教育リーディングプログラム 

平成 24 年度、医学教育部と薬学教育部が合同で申請した「グローカルな健康生命科学

パイオニア養成プログラム HIGO」（HIGO プログラム）が日本学術振興会博士課程教育リー

ディングプログラム「複合領域型（生命健康）」に採択された。大学院先導機構に配置さ

れた HIGO プログラム教員が中心となり、海外･行政･企業インターンシップ、英語による

授業などの取組みを行っている。 

 

 

 

 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

薬学部
薬学科

55名

薬学部
創薬・生命薬科学科

35名

薬学教育部
博士課程
医療薬学専攻

8名

薬学教育部
博士後期課程

創薬・生命薬科学専攻

10名

薬学教育部
博士前期課程

創薬・生命薬科学専攻

35名
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資料Ⅰ-4 薬学教育部の研究･教育組織 

 

（出典：薬学部組織関係資料） 

 

資料Ⅰ-5 薬学教育部の教育研究に参画する大学院先導機構所属教員 

大学院先導機構 教員 

大学院先導機構 准教授 2 

グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO 
准教授 1 

助教 2 

（出典：薬学部事務関係資料） 

 

（５）国立がん研究センターとの大学院連携講座 

平成 25 年、大学院薬学教育部と国立がん研究センターとの間で大学院連携講座を締結

し、「腫瘍治療･トランスレーショナルリサーチ学」連携講座が発足した。アカデミアで発

見されたシーズを日本においてがん治療薬の創薬へと発展させるため、国立がん研究セン

ターとの連携のもとに、トランスレーショナルリサーチ研究教育の取組みを行っている。 

（６）次世代人材の育成 

薬学教育部では、平成 26 年以降にも、基盤的研究を推進するために優れた人材を教員と

して採用している。また、若手研究者が主体となって運営する「次世代創薬研究者養成塾」

を定期的に開催し、研究教育環境の充実等を通して、次世代人材の育成を推進している（資

料Ⅰ-6）。 

（７）地域イノベーション・エコシステム形成プログラム 

平成 29 年、文部科学省「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム事業」に採

択され、「有用植物×創薬システムインテグレーション拠点推進事業 Useful and Unique 

Natural Products for Drug Discvery and Development（通称 UpRod）」を進めている。

本事業を通じて、起業や医薬品スクリーニング等に関する大学院教育を推進している。  

 

 

 

 

 

 

生命科学研究部   
   

   
薬学系（17分野）＊   

　発生医学研究所（1分野）＊   

　生命資源研究・支援センター   
　（5分野）＊   

　　　大学院先導機構   
　　創薬科学（テニュアトラック）   
　　リーディングプログラム   

熊本創生推進機構   

　　　薬学部附属育薬   
　　　フロンティアセンター   
　　　　　　　教育部門＊   
　　　　　研究・サービス部門   

薬学部   
　　　　　薬学科　55名   
　　　創薬・生命薬科学科　35名   

薬学部所属臨床系（2分野）＊   

協力講座（1分野）   

薬学部附属薬用資源エコフロンティ
アセンター  
　　　　　　教育研究部門＊   

　　　　　　地域国際連携部門   

薬学教育部   
　　創薬・生命薬科学専攻   
　　　博士前期課程　35名   
　　　博士後期課程　10名   
　　医療薬学専攻   
　　　博士課程　8名   

薬学教育部連携講座   
　　国立がん研究センター連携講座   

　　医薬品医療機器総合機構連携講座   

薬学部附属創薬研究センター＊   
　　　　機器分析部門   

　　　　医薬品開発支援部門   
　　　　地域連携部門   

＊大学院教育担当   
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資料Ⅰ-6 次世代創薬研究者養成塾 

回数 開催日 テーマ 

１ 平成25年 6月 14日 あの研究の裏側に迫る —研究者が語る真実— 

２ 平成25年 8月 8日 KUMAYAKU 〜 Coaction 〜 

３ 平成25年 12月 5日 
「製薬企業における創薬活動の現状と課題」、「創薬研究の成功

事例と失敗事例の紹介」 

４ 
平成 26 年 2 月 17

日 

Lesson from JSPS Fellowship (DC, PD) recipients in Kuma-

Yaku 

熊薬の学振特別研究員経験者に学ぼう！ 

５ 平成26年 6月 11日 医薬工連携の未来予想図 

６ 平成26年 8月 8日 学生の創薬研究マインドをいかに育てるか 

７ 平成26年 11月 20日 若き PI に学ぶ —アカデミア創薬を目指して— 

８ 平成27年 3月 18日 企業見学～製品開発の現場を知ろう！～ 

９ 平成27年 10月 30日 タンパク質と創薬、過去から未来へ 

10 平成28年 1月 22日 今後の養成塾のあり方とその活動内容を熱く語る！ 

11 平成28年 9月 29日 熊本地震～震災から何を学び、今後にどう活かすか～ 

12 平成29年 3月 3日 若手薬剤師から母校へのフィードバック 

13 平成29年 9月 6日 熊薬から次世代型プレゼンテーションを創生する 

14 平成30年 1月 27日 
これからの薬学を支える熊薬出身者たち～卒後 20 年目の現在

と未来予想図 

15 平成30年 2月 22日 新たな薬学の提案〜超分子化学×薬学=超分子薬学〜 

（出典：薬学部事務関係資料） 

 

３ 組織の目的 

 

（１）創薬・生命薬科学専攻の目的 

創薬・生命薬科学専攻（博士前期課程）は、創薬科学分野及び生命科学分野の先端的研

究者並びに医薬品の開発において先端的役割を担う研究者及び技術者を育成することを目

的とする。 

創薬・生命薬科学専攻(博士後期課程)は、独創的な発想力、探究心、創薬マインドを育

みながら、物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学、生命科学を中心とした基盤的学問にお

ける知識・技能を礎として、自らの専門領域において卓越した研究能力を発揮できると同

時に、創薬科学・生命科学を俯瞰的に捉えて問題設定・問題解決を自主的に行い、先端的

研究や医薬品開発の場において指導能力を発揮できる人材を育成することを目的とする。 

そのため、次のような教育課程の編成･実施方針（カリキュラムポリシー）を掲げている

（資料Ⅰ-7）。 

 

資料Ⅰ-7 創薬･生命薬科学専攻のカリキュラムポリシー 

創薬･生命薬科学専攻のカリキュラムポリシー 

 

1. 社会が求める創薬および生命科学のスペシャリストを養成すること。そのため、４コ

ース制を導入し、特定のカリキュラムを実施する。すなわち、 

・ 医薬品の体内動態評価、製剤化および薬物送達を行うドラッグデリバリーコース

（医療系創薬研究者の養成） 

・ 医薬品の探索を行うバイオファーマコース（生物系創薬研究者の養成） 

・ 医薬品のターゲットを発見し、医薬品の設計・合成を行うメディシナルケミストリ

ーコース（化学系創薬研究者の養成） 
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・ 発生学や遺伝学などの生命資源学を専門基盤とし、創薬についての要素も含むライ

フサイエンスコース（生命科学研究者の養成） 

2. 特定の専門領域だけでなく、より俯瞰的かつ実践的な人材や国際化に対応できる人材

を養成するため、各コースを担当する教員が連携して演習形式の授業を行うととも

に、多様なシンポジウム･講演会・セミナーに参加し、自分の専門分野以外の研究動向

についての知識を増やし、討論を通して理解を深めるための授業科目を配置する。 

3. 優れた倫理観と環境マネジメント能力をもち、地域ならびに国際社会に積極的に貢献で

きる行動力を養成するために、生命倫理学、英語でのプレゼンテーションや論文作成の

ための演習などの授業科目を導入する。  

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

（２）医療薬学専攻の目的 

医療薬学専攻(博士課程)は、薬学又は生命科学の幅広い知識及び深い思考力を備えた、

高い研究志向及び問題解決能力を有する高度医療専門職業人又は専門分野における国際的

研究能力を有する研究者若しくは教育者を養成することを目的とする。 

そのため、次のようなカリキュラムポリシーを掲げている（資料Ⅰ-8）。 

 

資料Ⅰ-8 医療薬学専攻のカリキュラムポリシー  

 

医療薬学専攻のカリキュラムポリシー 

 

1. 医療・健康・環境やその基礎となる科学に強い関心をもち、高い問題提起能力および

問題解決能力を修得し、研究者･教育者あるいは薬剤師など医療薬学･臨床薬学の関わ

るさまざまな領域で指導的立場に立って社会に貢献しようという意欲を有する人材を

育成する。さらに、"地域社会に開かれた大学院"として、社会人に門戸を開き、薬剤

師の資質向上を目指した生涯教育を実施する。 

2. 社会が求める実践的な高度専門職業人は、いわゆる特定分野の深い知識・技能に加

え、薬学全般に通じている人間でなければならないという考えに基づき、創薬科学、

生命科学、生命倫理、医薬品開発、臨床試験、論文作成技術、副作用被害、医療訴訟

などの幅広い知識・技能を持ち、かつ臨床および企業等の現場での実践的能力を身に

つけ、将来、それらを病院、薬局、製薬企業、CRO、SMO や大学・研究所で活かせる先

導的薬剤師および臨床現場の薬剤師業務を理解する基礎薬学研究者、製薬企業等での

医薬品製造研究者・臨床開発者、治験コーディネーター、大学等での教員・研究員と

して活動する人材を育てる。 

3. 卒業した大学の学部によらず 1. 2. を効果的に実現するために、６年制学部を卒業し

先導的薬剤師の養成を目指す「臨床薬学」コースおよび医療の分かる研究開発者およ

び教育者の養成を目指す「医療薬科学」コースの２コース制とする。 

4. 自らの研究の成果と意義を国際的な水準で議論し、必要に応じて、自らが国際共同研

究の展開に寄与できる能力を養う。 

5. 専門分野にとらわれない分野横断的な学修ができるカリキュラムを実施し、常に未知

の分野の研究にも、果敢に挑戦できる素地を形成する。 

6. 自らの研究の成果と、人や自然や社会との共生のために、強い責任感と高い倫理性をも

って、自らの研究を深化させていく力を育てる。 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

（３）研究基盤の構築 

本部局の教育に関わる教員は、共同研究体制の構築を目的とし、生命科学系の研究者と
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連携した課題対応型の拠点研究グループを形成している。平成 26 年度から平成 28 年度に

かけて、本学拠点形成研究Ａとして、「構造主導型創薬を実践する研究拠点」、「トランスレ

ーショナルサイクルを加速する循環型育薬リサーチ拠点」、本学拠点形成研究Ｂとして、

「医工薬理連携による外部刺激に応答するナノ材料を起点とした多モードがん治療研究拠

点」の計３件が支援を受け、活発に研究を展開した（資料Ⅰ-9）。 

さらに本学は平成 25 年度から、文科省「研究大学強化促進事業」に採択され、生命科学

に組織する国際共同研究拠点と国際先端医学研究拠点施設との連携による国際水準の研究

環境整備化による国際共同研究の強化を図っている。平成 28 年度から、本学中期目標・中

期計画期間に合わせて、国際先端研究拠点支援が始まり、「幹細胞を用いた臓器再建と次世

代医療・創薬を目指す国際研究教育拠点」に本部局から甲斐教授と大槻教授が拠点メンバ

ーとして、「エイズ制圧を目指した治療予防開発国際研究教育拠点」に三隅教授が参加し

ている（資料Ⅰ-10）。 

また平成 29 年度から、既に高い評価を受けている研究者が中心となるグループ研究「み

らい研究推進事業」として本部局の杉本教授が研究代表者となる「ユニーク・ライブラリ

ーを活用した次世代型創薬研究」、ならびに、既成概念や方向性を大きく変革・転換しう

る大胆で挑戦的な研究を活性化することを目的とした「めばえ研究推進事業」として、本

部局から平成 29 年度に「骨髄移植の安定供給を目指したヒト造血幹細胞の自己複製を誘

導できるリガンドの同定」、平成 30 年度に「飲み薬で投与可能なインスリン製剤の開発」、

「骨髄移植の安定供給を目指したヒト造血幹細胞の自己複製を誘導できるリガンドの同定」

（継続）、「健康長寿の向上を企図したバイオミメティク DDS の創製とサルコペニア治療

への応用」の計４件が支援を受け、活発に研究を展開している（資料Ⅰ-11）。 

 

資料Ⅰ-9 薬学部教員がリーダーとなった熊本大学拠点形成研究 

種類 研究プロジェクト名 リーダー 

Ａ 構造主導型創薬を実践する研究拠点 杉本 幸彦（生命科学研究部・薬学系） 

Ａ 
トランスレーショナルサイクルを加速する循

環型育薬リサーチ拠点 
大槻 純男（生命科学研究部・薬学系） 

Ｂ 
医工薬理連携による外部刺激に応答するナノ

材料を起点とした多モードがん治療研究拠点 
有馬 英俊（生命科学研究部・薬学系） 

（出典：薬学部事務関係資料） 

 

資料Ⅰ-10 薬学部教員が参画している熊本大学国際先端研究拠点  

研究プロジェクト名 拠点リーダー / 副リーダー 

幹細胞を用いた臓器再建と次世代医療・創薬を

目指す国際研究教育拠点 

西中村 隆一（発生医学研究所） / 

江良 拓実（発生医学研究所） 

エイズ制圧を目指した治療予防開発国際研究教

育拠点   

滝口 雅文（エイズ学研究センター） / 

鈴 伸也（エイズ学研究センター） 

（出典：薬学部事務関係資料） 

 

資料Ⅰ-11 薬学部教員が実施しているみらい・めばえ研究推進事業 

種類 研究プロジェクト名 研究者 期間 

みらい 
ユニーク・ライブラリーを活用した次世代型創

薬研究 
杉本 幸彦 平成29年度 〜 

めばえ 
骨髄移植の安定供給を目指したヒト造血幹細胞

の自己複製を誘導できるリガンドの同定 
増田 豪 平成29年度 

めばえ 飲み薬で投与可能なインスリン製剤の開発 伊藤 慎悟 平成30年度 

めばえ 
骨髄移植の安定供給を目指したヒト造血幹細胞

の自己複製を誘導できるリガンドの同定 
増田 豪 

平成30年度（継

続） 

めばえ 
健康長寿の向上を企図したバイオミメティク

DDS の創製とサルコペニア治療への応用 
丸山 徹 平成30年度 

（出典：薬学部事務関係資料） 
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（４）情報の発信 

本部局では、薬学分野の研究を網羅的に紹介する著書「熊薬ものがたり」や薬学部キャ

ンパス内の薬用植物をまとめた「薬草パークガイドブック」の出版、最新の研究活動を紹

介するニュースレターを発行し、基盤的研究を推進し、担うことのできる人材を発掘•育成

するために研究成果の教育への還元を推進することを務めている（資料Ⅰ-12）。 

 

資料Ⅰ-12 熊薬ものがたり等 

熊薬ものがたり新刊 熊薬ものがたり（改訂版） 薬草パークガイドブック 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター創刊号 

 

 

 

（出典：印刷物〔熊薬ものがたり、薬草パークガイドブック、ニュースレター〕） 
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Ⅱ 教育の領域に関する自己評価書 
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１．教育の目的と特徴 

 

（目的） 

 薬学教育部では、学士課程教育で培われた基礎薬科学、生命科学、医療系薬学および衛

生･社会系薬学の素養を基盤にして、各専門分野で自立し、かつ指導性を発揮できる高度な

薬の専門家および生命科学者の育成を目指している。創薬･生命薬科学専攻では、医薬品創

製の現場で主導的役割を果たすゲノム創薬と基盤的創薬の研究者・技術者の育成、先端的

な生命科学分野及び環境科学分野の研究者・技術者の育成を目標とし、医療薬学専攻では、

臨床の現場で薬の本質を深く理解した医療の担い手として医薬品の適正使用に貢献できる

高度な指導的臨床薬剤師の育成、疾病の予防および治療に貢献する臨床研究者の育成を目

標としている。 

 

（特徴） 

・医療薬学専攻には臨床薬学コースと医療薬科学コースの２コース、創薬・生命薬科学専

攻にはドラッグデリバリー、バイオファーマ、メディシナルケミストリー、ライフサイエ

ンスコースの４コースを設置した。 

・臨床教授・先端薬学教授を任命し、先端的・実践的な大学院教育を推進している。 

・大学院生を海外の大学や企業に派遣し、国際的に活躍できる人材を育成している。 

・社会人および外国人学生の受け入れ増のために大学院の入学試験の機会を増加した。 

・創薬・生命薬科学専攻に所属する学生でも、平成 29 年度までに学部に入学し、かつ既定

の条件を満たせば、薬剤師国家試験受験資格が得られ、学生のニーズに応えている。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

 関係者として、薬学教育部大学院生、大学院修了生、就職先の教育機関、研究機関、企

業、病院、薬局等を想定しており、研究者･薬剤師等の高度な専門業務に従事するために必

要な能力とその基盤となる人格･学識を身につけ、修了後のキャリアパスを拓き、社会に貢

献できる学生の養成を期待している。 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出 

 
【優れた点】  
・多彩な専門性と背景を有する専任教員が大学院設置基準を大きく超える数で配置され、

協力講座、共同研究講座、薬学部附属センター、研究所、大学院先導機構、学内共同教育

研究施設、外部講師等による大学院教育の支援体制が整えられている。 

・リーディング大学院教育プログラム「グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログ

ラム HIGO（HIGO プログラム）」により教育活動を展開している。 

・海外での研究活動、九州薬科学研究教育連合大学院生合宿研修、各種インターンシップ

などを通して、自主性、国際性、労わりの心、視野の拡大が図られている。 

・多様で優秀な学生を受け入れるため、入学試験に TOEFL-ITP をいち早く取り入れるとと

もに、試験の種類・回数を増加させている。 

・国際学会への参加を支援する制度を活用し、多くの学生を海外に派遣している。 

 

【改善を要する点】 

・創薬・生命薬科学専攻博士前期課程の定員充足率の向上 

 

 

 

 



熊本大学大学院薬学教育部 

11 
 

３．観点ごとの分析及び判定 

 
分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

観点 教育実施体制 

 

（観点に係る状況） 

１ 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

  

教育目的（資料 A1-1-1-1）に応じて、大学院設置基準に規定される必要な専任教員数を

上回る数の教員を確保している（資料 A1-1-1-2）。教員組織は、薬学教育部長１名と副薬

学教育部長１名のもと（資料 A1-1-1-3）、原則として教授、准教授（講師）、助教の３名の

教員からなる 28 分野で構成されており、１協力講座および１連携講座が含まれている（資

料 A1-1-1-4）。さらに、すべての教員が HIGO プログラムの授業担当教員として配置されて

いる。また、国内外の大学との部局間交流などにより、先端かつ多様な教育の場を提供し

ている。 

 薬学教育部教授会の組織構成および審議事項は、「熊本大学薬学教育部教授会等規則」の

下に整備された「熊本大学薬学教育部教授会規則」に定められている（資料 A1-1-1-5）。  

教育部教授会は月１回の定例会に加え、必要に応じて臨時に開催され、教育･研究･国際

化・組織運営活動等に関する協議･報告が行われている。 

 教育に関する諸事項を扱う委員会として教務委員会が組織され、薬学教育部に係る事項

は大学院教育部会が主に担当している（資料 A1-1-1-6）。教務委員会は、定例教授会開催

日の前週に定期的に開催され、教授会の協議題･報告連絡事項として取り上げられる事項

について予め十分な検討を行っている。 

 このような教員組織が活発に学外組織との交流に取り組んだ効果として、大学院連携講

座の設置が実現した。平成 25 年度に国立がんセンターとの大学院連携講座「腫瘍治療･ト

ランスレーショナルリサーチ学」を開設した（資料 A1-1-1-7）。 

 

資料 A1-1-1-1 薬学教育部理念･目的目標 

薬学教育部は「創薬・生命薬科学専攻」及び「医療薬学専攻」からなり、学士課程教育で

培われた基礎薬科学、生命科学、医療系薬学および衛生・社会系薬学の素養を基盤にして、

各専門分野で自立し、かつ指導性を発揮できる、いわゆる高度な薬の専門家および生命科学

者の育成を目指しています。本教育部「創薬・生命薬科学専攻」では、医薬品創製の現場で

主導的役割を果たすゲノム創薬と基盤的創薬の研究者・技術者の育成、先端的な生命科学分

野および環境科学分野の研究者・技術者の育成を目標としています。一方、本教育部「医療

薬学専攻」では、臨床の現場で薬の本質を深く理解した医療の担い手として医薬品の適正使

用に貢献できる高度な指導的臨床薬剤師の育成、疾病の予防及び治療に貢献する臨床研究者

の育成を目標としています。 

（出典：薬学教育部学生便覧） 
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資料 A1-1-1-2 薬学教育部の専任教員数 

平成 30 年 5 月 1 日現在における薬学教育部の教員（専任教員）数 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

資料 A1-1-1-3 薬学教育部組織図 

 

（出典：薬学教育部教授会資料） 
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資料 A1-1-1-4 専攻と教員（分野）との関係 

 
（出典：薬学教育部教授会資料） 

 

資料 A1-1-1-5 薬学教育部教授会規則（抜粋） 

○熊本大学大学院薬学教育部教授会規則 

（平成 16 年 4 月 1 日規則第 197 号） 
改正 平成 17 年 1 月 12 日規則第 2 号   平成 18 年 3 月 2 日規則第 42 号 

平成 18 年 6 月 30 日規則第 192 号 平成 19 年 3 月 20 日規則第 46 号 
平成 20 年 3 月 21 日規則第 179 号 平成 21 年 3 月 19 日規則第 162 号 
平成 21 年 11 月 25 日規則第 219 号 平成 22 年 3 月 23 日規則第 82 号 
平成 22 年 7 月 28 日規則第 126 号 平成 22 年 9 月 22 日規則第 275 号 
平成 27 年 3 月 24 日規則第 106 号 平成 28 年 2 月 17 日規則第 13 号 
平成 29 年 3 月 14 日規則第 62 号 
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（趣旨） 

第 1 条 この規則は、熊本大学教授会等規則（平成 16 年 4 月 1 日制定）第 14 条の規定に
基づき、熊本大学大学院薬学教育部教授会（以下「教授会」という。）に関し必要な事
項を定める。 

[熊本大学教授会等規則（平成 16 年 4 月 1 日制定）第 14 条] 

（組織） 

第 2 条 教授会は、次に掲げる者であって、大学院薬学教育部の教育を担当するもの（兼
担を除く。）及び熊本創生推進機構の教授のうち別に定めるところにより教授会が必要
と認めたものをもって組織する。 

（1） 大学院生命科学研究部の専任の教授、准教授及び講師 

（2） 薬学部（附属創薬研究センター、附属育薬フロンティアセンター及び附属薬用資
源エコフロンティアセンターを含む。）の専任の教授、准教授及び講師 

（3） 医学部附属病院薬剤部の専任の教授、准教授及び講師 

（4） 発生医学研究所の専任の教授、准教授及び講師 

（5） 生命資源研究・支援センターの専任の教授、准教授及び講師 

（審議事項） 

第 3 条 教授会は、学長が熊本大学教授会第 2 条第 2 項に定める事項について決定を行う
にあたり意見を述べるものとする。 

2 教授会は、前項に規定するもののほか、教育部長がつかさどる教育研究に関する次の
事項について審議し、並びに学長及び教育部長の求めに応じ、意見を述べることができ
る。 

（1） 学生の除籍及び懲戒に関する事項 

（2） その他教育に関する重要事項 

 

（出典：熊本大学規則集） 

 

資料 A1-1-1-6 平成 30 年度薬学部教務委員会構成 

 

（出典：平成 30 年度薬学部教授会資料） 
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資料 A1-1-1-7 国立がんセンターとの連携大学院 

 

（出典：薬学部教育委員会資料） 

 

２ 多様な教員の確保の状況とその効果 

 

 教員の採用および昇任は、「国立大学法人熊本大学教育職員選考規則」、「国立大学法人熊

本大学教員選考基準」に則り、「熊本大学大学院生命科学研究部教授会における教員選考内

規」、「熊本大学薬学部の教員選考に関する申合せ」に従って実施している。教授および准

教授の採用は公募制とし、全国の薬学関連機関に推薦依頼文書を送付するとともに、薬学

教育部のウェブサイト、独立行政法人科学技術振興機構研究者人材データベース等を活用

して、優秀な人材を採用する努力を行っている。 

 薬学教育部は、53 名の専任教員を有するが、若手教員から熟練教員まで適度な年齢バラ

ンスで構成されている（資料 A1-1-2-1）。薬学教育部の専任教員 53 名のうち女性教員は５

名（教授３名、准教授１名、助教１名）であり（資料 A1-1-1-2）、外国人教員は１名（助

教）から成る。また、HIGO プログラムには、薬学系からプログラム担当教員５名（教授）

および特任准教授１名、特任助教２名（日本人１名、外国人１名）が参画している。 

 教育活動に関する教員評価は、「熊本大学における教員の個人活動評価指針」（資料 A1-

1-2-2）、「同実施要項」および「生命科学研究部における教員の個人活動評価実施要領」に

従い、研究領域・社会貢献領域等の活動とともに、年度毎の自己評価および研究部長によ

る３年に一度の評価が実施されている。また、教員資格審査も随時行われている。 

 教務担当事務部は、資料 A1-1-2-3 のように組織され、大学院生に関する業務は主に係長

１名と係員１名が対応している。 

 薬学教育部学生を TA として雇用し、学部生の授業科目の円滑な実施を補佐している（資

料 A1-1-2-4）。 
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資料 A1-1-2-1 教員の年齢構成 

 平成 30 年 5 月 1 日現在における薬学教育部教員 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

資料 A1-1-2-2 熊本大学における教員の個人活動評価指針 

○熊本大学における教員の個人活動評価指針 
（平成 16 年 6 月 24 日指針第 4 号） 

改正 平成 18 年 3 月 23 日指針第 2 号 平成 19 年 3 月 30 日指針第 4 号 
   平成 23 年 3 月 22 日指針第 1 号 平成 24 年 3 月 27 日指針第 2 号 
   平成 25 年 3 月 29 日指針第 2 号 平成 26 年 2 月 27 日指針第 2 号 
   平成 27 年 4 月 27 日指針第 3 号 平成 28 年 3 月 31 日指針第 1 号 
   平成 28 年 5 月 31 日指針第 2 号 平成 29 年 3 月 31 日指針第 1 号 

 
１ 趣旨 この指針は、熊本大学（以下「本学」という。）における教員個人の活動状

況に係る点検・評価（以下「個人活動評価」という。）に関し必要な事項を定め
る。 

２ 評価の目的 
  （1）教育研究活動の活性化を促進すること。 
  （2）教員及びその所属する部局等の教育研究活動等の改善に繋げ、もって本学の

高等教育機関としての教育研究の質を保証すること。 
３ 評価の対象 個人活動評価の対象となる教員は、本学専任の教授、准教授、講師、

助教及び助手とする。 
４ 評価基準及び評価領域 
  （1）学長は、個人活動評価における評価基準、評価領域等の基本事項について、

全学共通の実施要項を定める。 
  （2）前項に定める教員が所属する学部、大学院各研究科、大学院生命科学研究

部、大学院各教育部、医学部附属病院、各研究所、大学院先導機構、熊本創生推
進機構、大学教育統括管理運営機構、各研究機構、熊本大学学則（平成 16 年 4
月 1 日制定）第 9 条第 1 項に定める学内共同教育研究施設及び保健センター（以
下「部局等」という。）の長（以下「部局長等」という。）は、全学共通の実施
要項を踏まえ、部局等の特性を考慮して実施要領を定める。 

５ 評価の方法 
  （1）個人活動評価は、全学共通の実施要項及び部局等の実施要領に基づき、部局

長等が行う。 
  （2）部局長等は、本学の理念及び目的並びに中期目標を踏まえて、教育、研究及

び社会貢献のほかに、必要に応じ、管理・運営、診療についての目標を提示し、
その目標に即した教員の活動の達成状況について評価を行う。 

  （3）部局長等は、評価において、教員の職位、諸事情等を考慮する。 
６ 評価の実施 

教授 准教授 講師 助教 助手

〜24歳 0 0 0 0 0 0

25〜34歳 0 0 0 4 0 4

35〜44歳 0 11 3 8 0 22

45〜54歳 7 1 0 2 0 10

55〜64歳 14 1 0 0 0 15

65歳〜 1 1 0 0 0 2

22 14 3 14 0 53

〜24歳 0 0 0 0 0 0

25〜34歳 0 0 0 4 0 4

35〜44歳 0 11 3 8 0 22

45〜54歳 7 1 0 2 0 10

55〜64歳 14 1 0 0 0 15

65歳〜 1 1 0 0 0 2

22 14 3 14 0 53合計

博士前期課程

博士・博士後期課程

職名
合計課程 年齢区分

合計
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  （1）教員は、部局長等が提示した組織の目標を踏まえて 3 年間の目標を設定し、
部局長等に提出する。 

  （2）教員は、毎年、その年度の個人活動評価として自己評価を行い、その結果を
自己評価書としてまとめ、必要な資料を添えて部局長等に提出する。 

  （3）部局長等は、3 年に一度、教員の自己評価に基づく評価を実施し、その結果
を個人活動評価書として各教員へ通知するとともに、個人活動評価報告書として
まとめ、学長へ提出する。 

（出典:熊本大学における教員の個人活動指針） 

 

資料 A1-1-2-3 教務担当事務分掌･配置状況 

教務担当事務分掌・配置状況 
 （配置状況）係長１名、係員１名、再雇用職員１名、有期雇用職員２名 
 （事務分掌） 
  係長：教務全般、学部入試、各種調査関係、教育委員会、教授会 
  係員：大学院担当（大学院入試を含む）、HIGO プログラム関係 
  再雇用職員：就職関係、公認サークル、RI 関係 
  有期雇用職員１：学部担当、授業料関係、学生の身分異動、学生委員会 
  有期雇用職員２：HIGO プログラム関係、施設予約管理、留学生関係 
 

   （出典：薬学部教務関係資料） 

 

資料 A1-1-2-4 平成 30 年度 TA 勤務状況 

人数 時間数 

59 人 131 時間 

  （出典:薬学教育部事務関係資料） 

 

３ 入学者選抜方法の工夫とその効果 

 

 薬学教育部では、日本人学生、社会人、外国人に対して、推薦入試、一般入試、２次募

集、３次募集の計 11 回の試験（資料 A1-1-3-1）を、入学者受け入れ方針（アドミッショ

ンポリシー）を明示して実施している（資料 A1-1-3-2）。さらに、平成 24 年度から HIGO プ

ログラムの選抜試験を、実地試験およびインターネット試験にて実施している（資料 A1-

1-3-3）。また、国際化に対応できる人材を選抜するため、TOEFL-ITP （LEVEL 1）テストを

課している。 

 医療薬学専攻の定員充足率は良好であるが、創薬･生命薬科学専攻博士前期課程の充足

率は 100%を下回っており、改善が必要である（資料 A1-1-3-4）。 

 

資料 A1-1-3-1 平成 30 年度大学院入試実施状況 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料 A1-1-3-2 入学者受け入れ方針（アドミッションポリシー） 

アドミッションポリシー 
 

薬学教育部の理念・ミッションに沿った教育・研究を行い、各分野における基盤的研
究および最先端の研究を通して薬学および生命科学の将来を担う高資質な人材を育成
するため、本教育部では次のような学生を求めます。 
 

 深い人間愛と国際性を涵養できる学生 
 科学的探求心や知的好奇心が旺盛な学生 
 多様な社会のニーズに即応できる、柔軟性豊かな学生 
 自らの将来に対するビジョンと信念を有する学生 
 問題提起能力および問題解決能力に優れる学生 

 

創薬・生命薬科学専攻アドミッションポリシー 
薬学教育部の理念・ミッションに沿った教育・研究を行い、各分野における基盤的研
究および最先端の研究を通して薬学および生命科学の将来を担う高資質な人材を育成
するため、本教育部では次のような学生を求めます。 
 

 深い人間愛と国際性を涵養できる学生 
 科学的探求心や知的好奇心が旺盛な学生 
 多様な社会のニーズに即応できる、柔軟性豊かな学生 
 自らの将来に対するビジョンと信念を有する学生 
 問題提起能力および問題解決能力に優れる学生 
 創薬科学・生命科学やその基礎となる科学に強い関心をもち、医薬品の研究者・
開発者、生命科学研究者あるいは教育者など、創薬科学や生命科学を通して社会
に貢献しようという意欲を有する学生 

 

医療薬学専攻アドミッションポリシー 
薬学教育部の理念・ミッションに沿った教育・研究を行い、各分野における基盤的研
究および最先端の研究を通して薬学および生命科学の将来を担う高資質な人材を育成
するため、本教育部では次のような学生を求めます。 
 

 深い人間愛と国際性を涵養できる学生 
 科学的探求心や知的好奇心が旺盛な学生 
 多様な社会のニーズに即応できる、柔軟性豊かな学生 
 自らの将来に対するビジョンと信念を有する学生 
 問題提起能力および問題解決能力に優れる学生 
 医療・健康・環境やその基礎となる科学に強い関心をもち、研究者・教育者ある
いは薬剤師など医療薬学・臨床薬学の関わるさまざまな領域で指導的立場に立っ
て社会に貢献しようという意欲を有する学生  

本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/prospective/graduate/index.html 

（出典:熊本大学ウェブサイト） 
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資料 A1-1-3-3 平成 30 年度 HIGO プログラム選抜試験状況 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
 

資料 A1-1-3-4 専攻等別の学生定員と入学者数 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

４ 教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果  

 

 薬学教育部では、環境教育および環境に配慮した教育研究活動の推進に取り組んでいる。

これらの活動は、学部内委員会である薬学部運営会議の目標・評価・IR 担当が統括して実

施している（資料 A1-1-4-1）。 

 ファカルティ・ディベロプメント（FD）活動は、教務委員会の FD 担当が統括している

（資料 A1-1-4-1）。部局独自の FD としては、年１～２回程度ミーティングを開催し（資料

A1-1-4-2）、教育方法等の質の向上に努めている。教員相互の授業見学は、平成 25 年度後

学期より実施を開始し、原則として全教員が各学期１回参加することとしている。 
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資料 A1-1-4-1 環境教育および環境に配慮した教育研究活動 

（出典：薬学教育部教授会資料） 

 

資料 A1-1-4-2 薬学部・薬学教育部で開催された FD ミーティングの主な内容 

（１） FD 会議：学習成果基盤型教育カリキュラム構築に向けて（平成 26 年度） 
（２） FD 研修会：学生のメンタルケアに関する諸事例・対応方法について（平成 27 年度） 
（３） FD 会議：薬学教育モデル・カリキュラム平成 25 年度改訂版に基づく６年制薬学教

育プログラム構築について（平成 27 年度） 
（４） FD 会議：ジェネリックスキルテストの分析結果報告会（平成 28 年度） 
（５） FD 特別講演会：今後の健康医療行政施策に関すること（平成 28 年度） 
（６） FD 講演会：成績評価の考え方について（平成 29 年度） 
（７） FD 講演会：実務実習の在り方について（平成 29 年度） 
（８） FD 会議：第三者評価に向けての次年度シラバス記載内容の整備（平成 29 年度） 
（９） FD 講演会：PROG テストの結果について（平成 29 年度） 
（10） FD 講演会：実務実習について（平成 29 年度） 
（11） FD 会議：平成 31 年度からの病院実習に関する合同説明会（平成 30 年度） 
 

（出典:薬学部･薬学教育部教授会資料） 

 

５ 教育プログラムの質の保証・質の向上のための工夫とその効果 

 

 学生を対象とした授業アンケートは定められた方法に従って実施されており、集計結果

および個別のコメントは科目担当教員に提示され、教員側からコメントをフィードバック
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　　　予算・施設担当 

　　　教育担当 
　　　研究・社会連携・広報担当 
　　　目標・評価・IR担当　 

薬学部拡大運営会議 
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している（資料 A1-1-5-1）。教育の状況の自己点検･評価は、授業実施報告書に記載して次

年度の授業改善に反映させる体制をとっており、授業参観なども実施している。 

 臨床教授を 10 名採用し、臨床現場の教育を受ける機会を与えるとともに、リーダー的薬

剤師としての将来像を学生に認識させている。また、先端薬学教授を６名採用し、世界最

先端の研究者育成に向けて努力している。 

 HIGO プログラムにおいて、英語での授業を実施するともに、東アジアで国際的に活躍す

る健康生命科学のリーダーの養成を図っている。 

 キャリアパスを拓くため、独自で就職説明会（病院･薬局･企業等）を実施している。 

 

資料 A1-1-5-1 授業改善のためのアンケート 

（出典：薬学教育部 FD 部会資料） 

 

回答科目数： 2科目

回答者数： 31人

質問No. 質問文

１

非常に

難しかった

２

少し難しかった

３

ちょうど

よかった

４

少し易しかった

５

非常に

易しかった

無効 平均

5 12 14 0 0 0 2.29

１

非常に聞き取り

やすかった

２

聞き取りやす

かった

３

聞き取り

にくかった

４

非常に聞き取り

にくかった

無効 平均

12 17 2 0 0 1.68

１

非常に

有効だった

２

有効だった

３

あまり有効では

なかった

４

全く有効では

なかった

無効 平均

9 21 1 0 0 1.74

１

十分に

行われていた

２

少し行われて

いた

３

あまり行われて

いなかった

４

全く行われて

いなかった

無効 平均

11 16 4 0 0 1.77

１

十分に

明示されていた

２

少し明示されて

いた

３

あまり明示され

ていなかった

４

全く明示されて

いなかった

無効 平均

11 16 3 1 0 1.81

1

実施された

2

どちらかというと

実施された

3

どちらかと

いうと実施

されなかった

4

実施

されなかった

無効 平均

16 15 0 0 0 1.48

１

十分に

達成できた

２

少し達成できた

３

あまり達成

できなかった

４

全く達成

できなかった

無効 平均

9 17 3 2 0 1.94

１

十分に

役立った

２

少し役立った

３

あまり役に

立たなかった

４

全く役に

立たなかった

５

該当せず
無効

回答１～４の

平均

6 7 1 1 16 0 1.80

１

3時間以上

２

2時間以上

3時間未満

３

1時間以上

2時間未満

４

1時間未満

５

全くしなかった
無効 平均

5 7 6 8 5 0 3.03

１

非常に有意義

だった

２

有意義だった

３

あまり有意義

ではなかった

４

全く有意義では

なかった

無効 平均

14 16 0 1 0 1.61

「授業改善のためのアンケート」

　　平成２８年度前学期

　　薬学教育部

回答

Q1 授業の難易度は，どうでしたか。

Q2 教員の声は，聞き取りやすかったですか。

Q3
授業の手段（教科書・プリント、板書、映像視覚教

材（ビデオ、パワーポイントなど）等）は、有効でし

たか。

Q4

この授業において、教員との双方向的なやりとり

(授業中の質疑応答、受講生のレポートへの教員

のコメント、質問カードの利用など)が、どの程度行

われていましたか。

Q5 授業の目標は，どの程度明示されていましたか。

Q6

Q９

大学の授業の単位は,授業時間の2倍の時間外学

習を前提として,取得できることになっています。あ

なたは,この授業について1週あたり平均して,どの

程度,授業時間外の学習（予習・復習,資料収集,文

献講読,レポート作成など）をしましたか。

Q1０ 全体として,この授業はどの程度有意義でしたか。

この授業は，シラバスに記載された目標と計画に

沿って実施されましたか。

Q7
あなた自身は，授業の目標をどの程度達成したと

思いますか。

Q8

この授業は，LMS(Moodle等)を活用するものでし

たか。活用するものであった場合は，どの程度役

に立ちましたか。LMS(Moodle等)を活用しなかった

場合は「5該当せず」を選択してください。
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（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 平成 26 年度から平成 29 年度の間も、平成 26 年９月以前と同様に、下記の３点を維持

している。 

・薬学教育部では、専攻科ごとのアドミッションポリシーを掲げて、２つの専攻科の特色

を出している。 

・国立がん研究所との連携講座の設置及び国内外大学との部局間協定の締結により、高度

職業人の養成およびレギュラトリーサイエンスプログラムの充実を図っている。 

・文部科学省博士課程教育リーディングプログラム「グローカルな健康生命科学パイオニ

ア養成プログラム HIGO」の推進に向けて取り組んでいる。 

 

観点 教育内容・教育方法 

 

（観点に係る状況） 

１ 体系的な教育課程の編成状況  

薬学教育部の教育課程の概念図はウェブサイトに公開している。（資料 A1-2-1-1）目標

とする人材養成のため医療薬学専攻ならびに創薬･生命薬科学専攻の学位授与方針（ディ

プロマポリシー）が定められている（資料 A1-2-1-2）。また、各専攻の学位審査体制・修

了要件は、熊本大学ウェブサイトや学生便覧等に明示されている（資料 A1-2-1-3）。 

 教育課程の編成･実施方針（カリキュラムポリシー）は、熊本大学ウェブサイトに示され

ている（資料 A1-2-1-4）。各専攻の授業科目の開設状況（コースの分類、年次配当、必修・

選択の別ならびに平成 30 年度授業計画カレンダー）は、学生便覧等に提示されている（資

料 A1-2-1-5）。 

また、授業科目案内、履修要項、シラバスは、薬学教育部のウェブサイトに示されてい

る（資料 A1-2-1-6、資料 A1-2-1-7）。平成 30 年度の各専攻の授業時間割は、資料 A1-2-

1-8 のとおりである。修了に必要な単位数、最低履修単位表ならびに履修方法等は、資料

A1-2-1-9 および学生便覧に明示されている。履修モデルは、薬学教育部のウェブサイトに

示されており（資料 A1-2-1-9）、学生が体系的に授業に取り組み、単位を修得するのに役

立っている。 

 

資料A1-2-1-1 教育課程の概念図 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

年度 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

博士課程
医療薬学専攻

（定員8名）

博士前期課程
創薬・生命薬科学

専攻
（定員35名）

博士後期課程
創薬・生命薬科学

専攻
（定員10名）

薬学部
薬学科

（定員55名）

薬学部
創薬・生命薬科学科

（定員35名）
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資料A1-2-1-2 学位授与の方針（ディプロマポリシー） 

医療薬学専攻 
 （１） 本学大学院薬学教育部の定める期間在学して、教育部の教育と研究の理念や目

的に沿った研究指導を受け、かつ所定年限内に教育部が行う博士論文の審査及び最
終試験に合格し、課程を修了することが学位授与の要件である。その審査及び最終
試験では、自らの研究の成果と意義を国際的な水準で議論できることが評価に際
し、重要な要件である。 

 （２） 博士課程の学生は、授業科目のうちから、32単位以上を修得する必要があり、
履修しようとする授業科目は、専門分野にとらわれない分野横断的なものとなって
いることが望ましい。 

 （３） 研究者として自立して活動し、また高度な専門業務に従事するために必要な能
力とその基盤となる学識を身につけていることが、修了に際し、強く考慮される。 

（４） 研究が、高い倫理性と強固な責任感とをもって実施され、人や自然との共生に
かなったものとなっていること。 

 
創薬・生命薬科学専攻 
 （１） 本学大学院薬学教育部の定める期間在学して、教育部の教育と研究の理念や目

的に沿った研究指導を受け、かつ所定年限内に教育部が行う修士または博士論文の
審査及び最終試験に合格し、課程を修了することが学位授与の要件である。修士の
審査及び最終試験では、自らの研究の成果と意義を科学的かつ論理的に議論できる
ことが評価に際し、重要な要件である。博士の審査及び最終試験では、自らの研究
の成果と意義を国際的な水準で議論できることが評価に際し、重要な要件である。 

 （２） 博士前期課程の学生は、授業科目のうちから、34単位以上を修得する必要があ
り、履修した授業科目は、各コース特定の専門分野に加えて、専門分野にとらわれ
ない分野横断的なものとなっていることが望ましい。 

 （３） 博士後期課程の学生は、授業科目のうちから、16単位以上を修得する必要があ
り、履修した授業科目は、社会で薬の専門家の高度専門職業人として即戦力となり
うる特定分野の深い知識・技能に加え、幅広い知識・技能を持ち、かつ研究者専門
分野にとらわれない分野横断的なものとなっていることが望ましい。 

 （４） 研究者として自立して活動し、また高度な専門業務に従事するために必要な能
力とその基盤となる学識を身につけていることが、修了に際し、強く考慮される。 

（５） 研究が、高い倫理性と優れた倫理観と環境マネジメント能力をもち、地域なら
びに国際社会に積極的に貢献できるものになっていることは、修了に際し、考慮さ
れる。 

 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p13.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p13.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p13.html 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料A1-2-1-3 学位審査体制ならびに修了要件 

医療薬学専攻 博士課程 

（１）学位審査体制 
 学位申請には、博士論文と本人が筆頭著者（equal contributionも含む）になってい
る英語で書かれた公表論文（審査委員を置く学術雑誌に掲載済みまたは投稿中）１報以
上の提出を必要とする。なお、投稿中である場合、受付を証明する書類と投稿論文１部
を申請書類に添付すること。 

（２）修了要件 
 博士課程の学生は、授業科目のうちから32単位以上を修得し、履修に当たっては、下
記の表のとおり履修しなければならない。 

 

 

 

創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 

（１）学位審査体制 
 学位申請には、修士論文を提出し、修士の学位を受けようとする場合の審査及び最終
試験を受けることとする。 

（２）修了要件 
 博士前期課程の学生は、授業科目のうちから34単位以上を修得し、履修に当たって
は、下記の表のとおり履修しなければならない。 

 

 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 

（１）学位審査体制 
 学位申請には、博士論文と本人が筆頭著者（equal contribution も含む）になって
いる英語で書かれた公表論文（審査委員を置く学術雑誌に掲載済みまたは投稿中）１報
以上の提出を必要とする。なお、投稿中である場合、受付を証明する書類と投稿論文１
部を申請書類に添付すること。 

（２）修了要件 
 博士後期課程の学生は、授業科目のうちから16単位以上を修得し、履修に当たって
は、下記の表のとおり履修しなければならない。 

 

 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p12.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p12.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p12.html 
HIGOプログラム 
 http://higoprogram.jp/curriculum_top/ 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料A1-2-1-4 教育課程の編成･実施方針（カリキュラムポリシー） 

 
医療薬学専攻カリキュラムポリシー 
 （１）医療・健康・環境やその基礎となる科学に強い関心をもち、高い問題提起能力お

よび問題解決能力を修得し、研究者・教育者あるいは薬剤師など医療薬学・臨床薬学
の関わるさまざまな領域で指導的立場に立って社会に貢献しようという意欲を有する
人材を育成する。さらに、"地域社会に開かれた大学院"として、社会人に門戸を開
き、薬剤師の資質向上を目指した生涯教育を実施する。 

 （２）社会が求める実践的な高度専門職業人は、いわゆる特定分野の深い知識・技能に
加え、薬学全般に通じている人間でなければならないという考えに基づき、創薬科
学、生命科学、生命倫理、医薬品開発、臨床試験、論文作成技術、副作用被害、医療
訴訟などの幅広い知識・技能を持ち、かつ臨床および企業等の現場での実践的能力を
身につけ、将来、それらを病院、薬局、製薬企業、CRO、SMOや大学・研究所で活かせ
る先導的薬剤師および臨床現場の薬剤師業務を理解する基礎薬学研究者、製薬企業等
での医薬品製造研究者・臨床開発者、治験コーディネーター、大学等での教員・研究
員として活動する人材を育てる。 

 （３）卒業した大学の学部によらず（１）,（２）を効果的に実現するために、６年制
学部を卒業し先導的薬剤師の養成を目指す「臨床薬学」コースおよび医療の分かる研
究開発者および教育者の養成を目指す「医療薬科学」コースの２コース制とする。 

 （４）自らの研究の成果と意義を国際的な水準で議論し、必要に応じて、自らが国際共
同研究の展開に寄与できる能力を養う。 

 （５）専門分野にとらわれない分野横断的な学修ができるカリキュラムを実施し、常に
未知の分野の研究にも、果敢に挑戦できる素地を形成する。 

（６）自らの研究の成果と、人や自然や社会との共生のために、強い責任感と高い倫理
性をもって、自らの研究を深化させていく力を育てる。 

 
創薬・生命薬科学専攻カリキュラムポリシー 
 （１）社会が求める創薬および生命科学のスペシャリストを養成すること。そのため、

４コース制を導入し、特定のカリキュラムを実施する。すなわち、 
    ・医薬品の体内動態評価、製剤化および薬物送達を行うドラッグデリバリーコー

ス（医療系創薬研究者の養成） 
    ・医薬品の探索を行うバイオファーマコース（生物系創薬研究者の養成） 
    ・医薬品のターゲットを発見し、医薬品の設計・合成を行うメディシナルケミス

トリーコース（化学系創薬研究者の養成）  
    ・発生学や遺伝学などの生命資源学を専門基盤とし、創薬についての要素も含む

ライフサイエンスコース（生命科学研究者の養成） 
 （２）特定の専門領域だけでなく、より俯瞰的かつ実践的な人材や国際化に対応できる

人材を養成するため、各コースを担当する教員が連携して演習形式の授業を行うと
ともに、多様なシンポジウム・講演会・セミナーに参加し、自分の専門分野以外の
研究動向についての知識を増やし、討論を通して理解を深めるための授業科目を配
置する。 

（３）優れた倫理観と環境マネジメント能力をもち、地域ならびに国際社会に積極的に
貢献できる行動力を養成するために、生命倫理学、英語でのプレゼンテーションや
論文作成のための演習などの授業科網目を導入する。 

 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p06.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p06.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p06.html 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料A1-2-1-5 授業科目の開設状況 

 
平成30年度 授業計画カレンダー（薬学教育部） 

 

 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p09.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p09.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p09.html 
HIGOプログラム（基礎コース） 
 http://higoprogram.jp/subjects_p_k/ 
HIGOプログラム（専門コース） 
 http://higoprogram.jp/subjects_p_s/ 
HIGOプログラム（４年コース） 
 http://higoprogram.jp/subjects_p_y/ 

（出典：薬学教育部教授会資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本大学大学院薬学教育部 

27 
 

資料A1-2-1-6 授業科目案内、履修要項、シラバス等 

カリキュラム、履修要項 
 
・医療薬学専攻 博士課程 
臨床薬学コース 

科目 
区分 授業科目の名称 

配当
年次 

単位数 授業形態 専任教員配置 

必
修 

選択
必修 

選
択 

講
義 

演
習 

実習
実験 

教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 

助
手 

共通 
科目 

生命倫理学特論 1 前 2     ○     2         

医療薬学論文研究 1 前 2       ○     1  1   

医療総合演習 1～4 2       ○   1         

医療実践演習 1～4 2       ○   1         

医療特別実験 1～4 10         ○ 1         

副作用被害・医療
訴訟特論 1 前   2   ○     1     1   

臨床開発演習 1 後   2     ○   1     1   

薬剤疫学特論 3 前   2   ○    1 1       

薬物適正使用特論 1 前   2   ○    １        

コース 
科目１ 

専門薬剤師実習 
2 前
後 

  8       ○ 1         

実践臨床薬学実習 2 前
後 

  8       ○           

コース 
科目２ 

地域医療連携特論 1 後 2     ○     1         

医療経営学特論 1 後   2   ○     1         

プライマリケア実
習 1 後   2       ○     2     

専門薬剤師特論 2 前   2   ○     1        

感染制御・TDM 演
習 

3 前   2     ○   1   1     

医薬品治験開発特
論 

3 前  2  ○    1    

腎臓病薬物療法特
論 1 前  2  ○   1     

臨床製剤学特論 1 前   2   ○     1    1   

 
医療薬科学コース 

科目 
区分 

授業科目の名称 

配
当
年
次 

単位数 授業形態 専任教員配置 

必
修 

選
択
必
修 

選
択 

講
義 

演
習 

実
習・
実験 

教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 

助
手 

共通 
科目 

生命倫理学特論 1 前 2     ○     1         

医療薬学論文研究 1 前 2       ○      1  1   

医療総合演習 
1～
4 2       ○   1         
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医療実践演習 
1～
4 2       ○   1         

医療特別実験 
1～
4 

10         ○ 1         

副作用被害・医療
訴訟特論 

1 前   2   ○     1     1   

臨床開発演習 1 後   2     ○   1     1   

薬剤疫学特論 3 前   2   ○    1 1       

薬物適正使用特論 3 前   2   ○    1        

コース 
科目 

医療薬科学特論 1 前 2     ○     1        

医療薬科学課題実
習 1 後 2       ○    2       

再生医療特論 1 後   2   ○     1         

実践インターンシ
ップ講座 

2 年   2       ○ 2         

トランスレーショ
ナル基礎演習 

3 後   2     ○   1 1       

医薬品製造・調剤
実習 3 前   2     ○   1   1     

アントレプレナー
特論 

1 前  2     1 1    

レギュラトリーサ
イエンス特論 

1 前   2     ○   1 1       

 

・創薬･生命薬科学専攻 博士前期課程 

科目 
区分 

授業科目の名称 
配当
年次 

単位数 授業形態 

必
修 

選
択 

自
由 

講
義 

演
習 

実習・
実験 

全コー
ス共通 

生命環境倫理学特論 1 前 2   ○   

有機化学特論 1 前  2  ○   

物性化学特論 1 後  2  ○   

医薬品情報化学特論 2 前  2  ○   

生体機能学特論 1 前  2  ○   

健康・毒性科学特論 1 前  2  ○   

動物実験学特論 1 後  2  ○   

医薬品スクリーニング学特論 2 前  2  ○   

薬物動態学特論 1 前  2  ○   

臨床医学特論 1 後  2  ○   

科学英語プレゼンテーション演習 1 前  2   ○  

ケーススタディ演習 2 前  2   ○  

実践インターシップ 1 前  1    ○ 

薬学実践演習 1～2 4    ○  

薬学総合演習 1～2 2    ○  

特別実験Ⅰ 1～2 6     ○ 
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小計（16 科目） － 14 23 0 － 

ドラッ
グデリ
バリー 

薬物送達学特論 1 前 2   ○   

DDS マテリアル学特論 1 後 2   ○   

先端医療学特論 1 後 2   ○   

医療薬学特論 2 前 2   ○   

創薬動態実習 1 前 2     ○ 

先端 DDS 実習 1 後 2     ○ 

小計（6 科目） － 12 0 0 － 

バイオ
ファー

マ 

ゲノム創薬学特論 1 前 2   ○   

遺伝性疾患学特論 1 後 2   ○   

分子生物学特論 1 後 2   ○   

生化学特論 2 前 2   ○   

生体機能分子学実習 1 前 2     ○ 

薬効解析学実習 1 後 2     ○ 

小計（6 科目） － 12 0 0 － 

メディ
シナル
ケミス
トリー 

有機合成学特論 1 前 2   ○   

天然物化学特論 1 後 2   ○   

NMR 生命創薬学特論 1 後 2   ○   

X 線結晶構造解析学特論 2 前 2   ○   

先端有機化学実習 1 前 2     ○ 

先端物理化学実習 1 後 2     ○ 

小計（6 科目） － 12 0 0  

ライフ
サイエ
ンス 

病態遺伝子解析学特論 1 前 2   ○   

生殖発生学特論 1 後 2   ○   

臓器形成学特論 1 後 2   ○   

病態遺伝学特論 2 前 2   ○   

発生学実習 1 前 2     ○ 

生命資源学実習 1 後 2     ○ 

小計（6 科目） － 12 0 0 － 

合計（39 科目） － 62 22  － 

 
・創薬･生命薬科学専攻 博士後期課程 

科目区
分 

授業科目の名称 
配当年

次 

単位数 授業形態 

必
修 

選
択 

講
義 

演
習 

実習・
実験 

共通科
目 

特許演習 1 前 2   ○  

起業・大学教員演習 1 後 2   ○  

市場調査演習 1 後 2   ○  

医薬品開発演習 2 前 2   ○  

特別実験Ⅱ 1～3 6    ○ 
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研究型インターンシップ 2 年  2   ○ 

コース
科目 

メディシナルケミストリー課
題実習 2 前 2    ○ 

バイオファーマ課題実習 2 前 2    ○ 

ドラッグデリバリー課題実習 2 前 2    ○ 

ライフサイエンス課題実習 2 前 2    ○ 

 
シラバス 
 

 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p07.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p07.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p07.html 
熊本大学授業計画 
 http://syllabus.kumamoto-u.ac.jp/auth/search.html?locale=ja 
医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p08.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p08.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p08.html 
HIGOプログラム 
 http://higoprogram.jp/subjects/ 

（出典：熊本大学薬学教育部学生便覧・ウェブサイト・シラバス） 
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資料A1-2-1-7 シラバスの記述例 

シラバスの記載例 

  

  

 

（出典：熊本大学ウェブサイト・シラバス） 
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資料A1-2-1-8 授業時間割  

 

 

○平成３０年度授業開始日：前期４月９日（月）、後期９月２５日（火）

※太字は必修科目 前期
時限

曜日
年
次

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月

火 1 04006 生命環境倫理学特論
入江　徹美

門岡　康弘
3

水 04020 1 医薬品情報化学特論 石塚　忠男 カ

木 1 04505 薬物送達学特論 有馬　英俊 カ

金 1 04520 医療薬学特論 平田　純生 カ

教室

年次 科目名 備考 1

1,２ 特別実験Ⅰ 通年科目 2

1,２ 薬学実践演習 通年科目 3

1 薬学総合演習 特別講義・熊本創薬・DDSシンポ・修論発表会への参加、インターンシップ 通年科目 4

1 創薬動態実習 集中講義 5

1 動物実験学特論 集中講義（6／25，26頃）発 タ

注　 コ

カ

研

発

後期
時限

曜日
年
次

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月 1 04010 有機化学特論 中島　誠 4 04055 1 科学英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習
首藤　剛、

Mary Ann Suico
2

火 1 04025 生体機能学特論 三隅　将吾 5

水 1 04045 薬物動態学特論 今井　輝子 カ 04060 1 ケーススタディ演習 有馬、香月、大塚、大槻 3

木 1 04510 DDSマテリアル特論
入江　徹美

石塚　洋一
3 04015 1 物性化学特論 池水、中村、森岡、小橋川 3

金

教室

年次 科目名 備考 1

1 健康・毒性科学特論 集中講義 2

1 医薬品スクリーニング特論 集中講義 3

1 臨床医学特論 集中講義（タ） 4

1 先端医療学特論 集中、６時限目、コ 5

1 先端DDS実習 集中講義 タ

コ

カ

研

第４講義室

多目的ホール

第５講義室

薬学実践演習

薬学総合演習

第３講義室

第２講義室

発生医学研究所

平成３０年度　薬学教育部博士前期課程　《ドラッグデリバリーコース》授業時間割

講　　　義　　　室　　　名

第１講義室

（薬物動態制御学、製剤設計学、臨床薬物動態学、薬物送達学、薬物治療学、薬剤情報分析学、臨床薬理学、薬剤学）

２時限（１０：２０～１１：５０） ４時限（１４：３０～１６：００） ５時限（１６：１０～１７：４０）

時間割コード

３時限（１２：５０～１４：２０）

特別実験Ⅰ

別紙参照

１時限（８：４０～１０：１０）

各分野教員

各分野教員別紙参照

教員

通年、集中科目

04035

宮本記念館カンファレンスルーム

蕃滋館研修室

2時限（１０：２０～１１：５０）

宮本記念館コンベンションホール１．通年科目については、前期に入力すること。

特別実験Ⅰ

宮本記念館コンベンションホール

宮本記念館カンファレンスルーム

蕃滋館研修室

第４講義室

第３講義室

多目的ホール

第５講義室

薬学実践演習

第１講義室

別紙参照

荒木　喜美

04525 丸山　徹、渡邉　博志

５時限（１６：１０～１７：４０）

集中、その他科目

時間割コード 教員

04515 斎藤　秀之、城野　博史

04050 猿渡　淳二

04040 甲斐　広文

講　　　義　　　室　　　名

有馬　英俊、今井　輝子、本山、東、大浦

薬学総合演習

３時限（１２：５０～１４：２０） ４時限（１４：３０～１６：００）１時限（８：４０～１０：１０）

04030 三隅　将吾 第２講義室

04530

○平成３０年度授業開始日：前期４月９日（月）、後期９月２５日（火）

※平成24年度以降入学者対応（太字は必修科目） 前期
時限

曜日
時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月

火

水 07055 1 HIGO有機合成学特論
大塚　雅巳

藤田美歌子
2

木 07035 １ HIGO薬物送達学特論 有馬　英俊 カ
07045
07070

1
（前半）HIGO創薬学特論

（後半）HIGO臓器形成学特論

（前半）大槻　純男

（後半）荒木　喜美

研

発

金 07030 １ HIGO臨床薬学特論
平田　純生

門脇　大介
カ 07050 1 HIGO薬学生化学特論 杉本　幸彦 研 07200 社会文化科学総論 高橋　隆雄 発・カ

教室

年次 科目名 備考 1

1,２ HIGO最先端研究プロジェクトⅠ 通年科目 2

1,２ HIGO行政セミナーⅠ
通年科目

木・金：３，４，５時限で実施
3

1,２ HIGO企業セミナーⅠ
通年科目

木・金：３，４，５時限で実施
4

1,２ HIGO行政インターンシップⅠ 通年科目 5

1,２ HIGO企業インターンシップⅠ 通年科目 タ

1,２ HIGO海外インターンシップⅠ 通年科目 コ

1 HIGO特別実習Ⅰ

1 HIGOリーダーシップトレーニング講座 通年科目 カ

1,２ HIGO英語講座Ⅰ 調整中 研

1,２ HIGO日本語講座Ⅰ 調整中 発・カ

注　 １．通年科目については、前期に入力すること。

注　 ２．医学教育部開講科目は別紙を参照すること。

後期
時限

曜日
時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード

年
次

科目名 教員 教室
時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月 07005 １ HIGO有機化学特論 中島　誠 4

火 07025 １ HIGO生体機能学特論 三隅　将吾 5

水 07020 １ HIGO薬物動態学特論 今井　輝子 カ

木 07060 １ HIGO天然物化学特論
塚本　佐知子

加藤　光
2 07010 1 HIGO物性化学特論 池水、中村、森岡、小橋川 3

金 07065 1 HIGO病態遺伝子解析学特論（調整中） 中村　輝 発

教室

年次 科目名 備考 1

1 HIGO医薬品学特論 集中 2

1 HIGO先端医療学特論 集中、６時限目、コ 3

1 HIGO中国語講座Ⅰ 調整中 4

5

タ

コ

カ

研

第５講義室

多目的ホール

宮本記念館コンベンションホール

宮本記念館カンファレンスルーム

宋　文杰 第４講義室

蕃滋館研修室

07015 甲斐　広文 第２講義室

第３講義室

07315

07040 斎藤　秀之、城野　博史

HIGO行政セミナーⅠ

HIGO企業セミナー

集中、その他科目 講　　　義　　　室　　　名

時間割コード 教員 第１講義室

１時限（８：４０～１０：１０） ２時限（１０：２０～１１：５０） ３時限（１２：５０～１４：２０） ４時限（１４：３０～１６：００） ５時限（１６：１０～１７：４０）

HIGO最先端研究プロジェクトⅠ

入江　徹美、８～９月

宮本記念館コンベンションホール

多目的ホール

第５講義室

07320
宋　文杰

蕃滋館研修室

第３講義室

07310 第４講義室

07355 有馬　英俊 宮本記念館カンファレンスルーム

07330 各分野教員

第２講義室

有馬　英俊、８～９月、１２月～２月

07335

有馬　英俊

07340

07325 宋　文杰 発生研　1階カンファレンスルーム

07305 入江　徹美

HIGO企業セミナー

通年、集中科目 講　　　義　　　室　　　名

07345 甲斐　広文、８～９月、１２月～３月

時間割コード 教員 第１講義室

07350 各分野教員

HIGO最先端研究プロジェクトⅠ

HIGO行政セミナーⅠ

平成３０年度　薬学教育部博士前期課程　《HIGOプログラム基礎コース》授業時間割

１時限（８：４０～１０：１０） ２時限（１０：２０～１１：５０） ３時限（１２：５０～１４：２０） ４時限（１４：３０～１６：００） ５時限（１６：１０～１７：４０）
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（出典:薬学教育部教授会資料より一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※太字は必修科目 前期
時限

曜日 年次
時間割

コード
科目名 教員 教室 年次

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月 ３年 06025 薬剤疫学特論
入江　徹美

石塚　洋一
2

１年 06000 生命倫理学特論
入江　徹美

門岡　康弘
3

３年 06430 感染制御・TDM演習 平田　純生 研

水

木

金

教室

年次
時間割

コード
科目名 備考 1

１～４年 06100 医療総合演習 各分野教員 2

１～４年 06200 医療実践演習 各分野教員 3

１～４年 06300 医療特別実験 各分野教員 4

２年 06400 専門薬剤師実習 入江　徹美・丸山　徹 5

２年 06405 実践臨床薬学実習 入江　徹美・丸山　徹 タ

１年 06030 薬物適正使用法特論 入江徹美 コ

１年 06440 腎臓病薬物療法特論 平田　純生 カ

１年 06445 臨床製剤学特論 有馬英俊 研

２年 06425 専門薬剤師特論

注　 １．通年、集中科目については、前期に入力すること。

２．薬物適正使用法特論、腎臓病薬物療法特論、臨床製剤学特論は平成28年度以降入学者対象科目です。

後期
時限

曜日 年次
時間割

コード
科目名 教員 教室 年次

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

時間割

コード
科目名 教員 教室

月 １年 06015 臨床開発演習 入江　徹美 5 １年 06005 医療薬学論文研究
首藤　剛、

Mary Ann Suico
2

火

水

木

金 １年 06415 医療経営学特論 丸山　徹 5

教室

年次
時間割

コード
科目名 備考 1

１年 06010 副作用被害・医療訴訟特論 2

１年 6410 地域医療連携特論 集中講義（後日通知） 3

１年 06420 プライマリケア実習 4

5

タ

コ

カ

研

石塚　洋一、門脇　大介

飛野　幸子、入江　徹美

三隅　将吾

火 ３年 06435 医薬品治験開発特論

2時限（１０：２０～１１：５０）

教員

平成３０年度　薬学教育部博士課程　《臨床薬学コース》授業時間割

１時限（８：４０～１０：１０） ２時限（１０：２０～１１：５０） ３時限（１２：５０～１４：２０） ４時限（１４：３０～１６：００） ５時限（１６：１０～１７：４０）

医療特別実験

医療実践演習

医療総合演習

通年、集中科目 講　　　義　　　室　　　名

教員 第１講義室

渡邊　博志 研

１時限（８：４０～１０：１０）

宮本記念館カンファレンスルーム

蕃滋館研修室

多目的ホール

入江　徹美

蕃滋館研修室

第２講義室

第３講義室

第４講義室

宮本記念館カンファレンスルーム

多目的ホール

集中、その他科目

第２講義室

第３講義室

第４講義室

３時限（１２：５０～１４：２０） ４時限（１４：３０～１６：００）

医療特別実験

５時限（１６：１０～１７：４０）

医療実践演習

第５講義室

医療総合演習

第５講義室

講　　　義　　　室　　　名

宮本記念館コンベンションホール

宮本記念館コンベンションホール

第１講義室

○平成３０年度授業開始日：前期４月９日（月）、後期９月２５日（火）
課程 コース等 科目名 単位数 必選 担当教員 曜日時限 時間割コード 場所

特許演習 2 必修 甲斐広文 後期集中 05000 後日通知

起業・大学教員演習 2 必修 甲斐広文 通年 05005 後日通知

市場調査演習 2 必修 甲斐広文 集中 05010 後日通知

医薬品開発演習 2 必修 大塚　雅巳 集中 05016 後日通知

特別実験Ⅱ 6 必修 ※各分野長 その他 05100 -

研究型インターンシップ 2 選択 ※各分野長 その他 05200 -

ドラッグデリバリーコース ドラッグデリバリー課題実習 2 必修 今井輝子・三隅将吾 集中 05500 後日通知

バイオファーマコース バイオファーマ課題実習 2 必修 杉本幸彦・首藤剛 集中 05400 後日通知

メディシナルケミストリーコース メディシナルケミストリー課題実習 2 必修 大塚雅巳 集中 05300 後日通知

ライフサイエンスコース ライフサイエンス課題実習 2 必修 中村　輝 集中 05600 後日通知

※平成２３年度以前入学者については、時間割コードが異なります。別途、薬学事務チーム教務担当までお尋ねください。

　　　

博士後期課程における履修方法

必修・選択 授業科目等 単位数

全コース共通から 14単位

所属するコースから 2単位
必修

博士後期課程

全コース共通

平成３０年度　博士後期課程時間割一覧
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資料A1-2-1-9 卒業単位、最低履修単位表、履修方法、履修モデル等 

 
・医療薬学専攻 博士課程の履修モデル 
学生は２コースの中のいずれか一つのコースを必ず選択し、各コースの授業科目（計 12
単位以上）に加え、共通科目の中の必修科目である生命倫理学特論、医療薬学論文研
究、医療総合演習、医療実践演習、医療特別実験（計 18 単位）、およびその他の選択
科目のうちから、次の履修モデルに従って計 32 単位以上を修得する。 
 

コース 
人材育成目

標 
区分 授業科目（単位数） 

合計 
単位数 

臨床薬学 

専門薬剤
師・認定薬
剤師の養成
支援 

共通 
科目 

生命倫理学特論（2）、医療薬学論文研究（2）、
医療総合演習（2）、医療実践演習（2）、医療特
別実験（10）、副作用被害・医療訴訟特論
（2）、薬剤疫学特論（2） 

38 単位 
コース 
科目１ 

専門薬剤師実習（8） 

コース 
科目２ 

地域医療連携特論（2）、医療経営学特論（2）、
専門薬剤師特論（2）、感染制御・TDM 演習（2） 

医療全般に
渡る指導的
薬剤師 

共通 
科目 

生命倫理学特論（2）、医療薬学論文研究（2）、
医療総合演習（2）、医療実践演習（2）、医療特
別実験（10）、臨床開発演習（2）、薬物適正使
用特論（2） 

38 単位 コース 
科目１ 

実践臨床薬学実習（8） 

コース 
科目２ 

地域医療連携特論（2）、医療経営学特論（2）、
プライマリケア実習（2）、医薬品治験開発特論
（2） 

医療薬科学 

製薬企業の
研究・開発
者 

共通 
科目 

生命倫理学特論（2）、医療薬学論文研究（2）、
医療総合演習（2）、医療実践演習（2）、医療特
別実験（10）、副作用被害・医療訴訟特論
（2）、臨床開発演習（2）、薬剤疫学特論（2） 34 単位 

コース 
科目 

医療薬科学特論（2）、医療薬科学課題実習
（2）、再生医療特論（2）、医薬品製造・臨床調
剤実習（2）、実践インターンシップ講座（2） 

CRO、SMO、
CMO、治験コ
ーディネー
ト従事者 

共通 
科目 

生命倫理学特論（2）、医療薬学論文研究（2）、
医療総合演習（2）、医療実践演習（2）、医療特
別実験（10）、薬物適正使用特論（2）、臨床
開発演習（2） 34 単位 

コース 
科目 

医療薬科学特論（2）、医療薬科学課題実習
（2）、実践インターンシップ講座（2）、医薬品
製造・臨床調剤実習（2）、医療 ICT 演習（2） 

大学・研究
機関での教
育・研究者 

共通 
科目 

生命倫理学特論（2）、医療薬学論文研究（2）、
医療総合演習（2）、医療実践演習（2）、医療特
別実験（10）、副作用被害・医療訴訟特論
（2）、臨床開発演習（2）、薬剤疫学特論（2） 

34 単位 

コース 
科目 

医療薬科学特論（2）、医療薬科学課題実習
（2）、再生医療特論（2）、トランスレーショナ
ル基礎講座（2）、レギュラトリーサイエンス
特論（2） 

 

・創薬･生命薬科学専攻 博士前期課程の履修モデル 
学生は 4 コースの中のいずれか一つのコースを必ず選択しなければならないことから、
各コースの授業科目（計 12 単位）に加えて、共通科目の中の必修科目である薬学実践
演習、薬学総合演習、特別実験Ⅰ（計 14 単位）およびその他の選択科目から下記の履
修モデルに従って、計 22 単位以上を修得する。なお、下記の（ ）内の数字は単位数
を表す。 
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コース 区分 授業科目（単位数） 単位数 

バイオファーマ
コース 

共通 
科目 

特別実験Ⅰ（6）、薬学実践演習（4）、薬学総合演習
（2）、生命環境倫理学特論（2）、ケーススタディ演
習（2）、科学英語プレゼン演習（2）、医薬品情報化
学特論 （2）、生体機能学特論（2）、医薬品スクリ
ーニング学特論（2） 

22 単位以上 

コース別
授業科目 

ゲノム創薬学特論（2）、遺伝子特論（2）、分子生物
学特論（2）、生化学特論（2）、生体機能分子学実習
（2）、薬効解析学実習（2） 

12 単位 

メディシナル 
ケミストリー 
コース 

共通 
科目 

特別実験Ⅰ（6）、薬学実践演習（4）、薬学総合演習
（2）、生命環境倫理学特論（2）、ケーススタディ演
習（2）、科学英語プレゼン演習（2）、有機化学特論
（2）、物性化学特論（2）、医薬品情報化学特論
（2） 

22 単位以上 

コース別
授業科目 

有機合成学特論（2）、天然物化学特論（2）、NMR 生
命創薬学特論（2）、X 線結晶構造解析学特論（2）、
先端有機化学実習（2）、先端物理化学実習（2） 

12 単位 

ドラッグ 
デリバリー 
コース 

共通 
科目 

特別実験Ⅰ（6）、薬学実践演習（4）、薬学総合演習
（2）、生命環境倫理学特論（2）、ケーススタディ演
習（2）、科学英語プレゼン演習（2）、臨床医学特論
（2）、薬物動態学特論（2） 

22 単位以上 

コース別
授業科目 

薬物送達学特論、DDS マテリアル特論、先端医療学特
論、医療薬学特論、薬物体内動態実習（2）、ドラッ
グデリバリー実習（2） 

12 単位 

ライフサイエン
スコース 

共通 
科目 

特別実験Ⅰ（6）、薬学実践演習（4）、薬学総合演習
（2）、生命環境倫理学特論（2）、科学英語プレゼン
演習（2）、動物実験学特論（2）、ケーススタディ演
習（2）、医薬品スクリーニング学特論（2） 

22 単位以上 

コース別
授業科目 

病態遺伝子解析学特論（2）、生殖発生学特論（2）、
臓器形成学特論（2）、病態遺伝学特論（2）、発生学
実習（2）、生命資源学実習（2） 

12 単位 

 

・創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程の履修モデル 

学生は各コースの課題実習（2 単位）に加え、共通科目の中の必修科目（計 14 単位）を含む計
16 単位以上を修得する。 
 

人材育成目標 区分 授業科目（単位数） 合計単位数 

創薬科学・生命科
学研究者・教育者 

共通
科目 

特許演習（2）、起業・大学教員演習（2）、市場調査
演習（2）、医薬品開発演習（2）、特別実験Ⅱ（6） 

16 単位 コー
ス科
目 

課題実習（2） 

 

本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
 

医療薬学専攻 博士課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p10.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士前期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_j/p10.html 
創薬・生命薬科学専攻 博士後期課程 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/soyaku_seimei_s/p10.html 
HIGOプログラム 
 http://higoprogram.jp/subjects/  

（出典:薬学教育部学生便覧・ウェブサイト） 
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２ 社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

 

 優れた研究能力と臨床薬剤師としての職能を併せ持つ人材の育成が社会的に期待されて

いる。医療薬学専攻博士課程では、幅広い知識と技能、臨床現場での実践的能力を身につ

けた先導的薬剤師の養成を目指す「臨床薬学コース」、ならびに、薬剤師業務を理解でき

る基礎研究者、開発研究者、治験コーディネーター（CRC）、教育者の養成を目指す「医療

薬科学コース」の２つの教育課程が編成されている（前掲資料A1-2-1-3）。さらに、社会

的、および、職業的自立を図るために必要な能力を培うための配慮として、医療提供施設

との緊密な連携を図りながら教育･研究が実施されている（資料A1-2-2-1）。 

 創薬・生命薬科学専攻では、独創的な発想力、探究心、創薬マインドを育みながら、自

らの専門領域において卓越した研究能力を発揮でき、先端的創薬科学・生命科学研究や医

薬品開発の場において指導能力を発揮できる人材の育成に対応した教育課程の編成・実施

上の工夫を行っている（前掲資料 A1-2-1-3）。創薬・生命薬科学専攻在学中に薬剤師国家

試験受験資格を得るために必要な単位を取得する際には、熊本大学大学院薬学教育部規則

（第７条）ならびに熊本大学大学院薬学教育部長期履修細則に従い申請することで、長期

履修学生として認められる（資料 A1-2-2-2）。また、熊本大学大学院学則に従って、広く

研究生、特別研究学生を受入れている（資料 A1-2-2-3）。 

 

資料A1-2-2-1 教育課程の編成又は授業科目の内容において、社会的及び職業的自立を図

るために必要な能力を培うための配慮 

・医療提供施設との連携体制 

相手方分野名 代謝内科学 

研究題目 ２型糖尿病の新規治療法の開発 

相手方分野名 臨床検査学 

研究題目 家族性アミロイドポリニューロパチーの新規治療法の開発 

相手方分野名 皮膚病態治療再建学分野 

研究題目 強皮症治療薬の設計と合成に関する研究 

相手方分野名 脳神経外科学分野 

研究題目 脳卒中治療薬の設計と合成に関する研究 

相手方分野名 病態情報解析学 

研究題目 家族性アミロイドポリニューロパチー治療薬の設計と合成に関する研究 

相手方分野名 細胞病理学分野 

研究題目 マクロファージの泡沫化を予防・改善する天然薬物ならびにマクロファ
ージの分化誘導物質の探索研究 

相手方分野名 病態情報解析学（臨床検査医学） 

研究題目 家族性アミロイドポリニューロパチーのプロダクト診断 

相手方分野名 病態情報解析学 

研究題目 トランスサイレチンのアミロイド形成過程に与える HSA の影響 

相手方分野名 消化器内科 

研究題目 アルブミン酸化度を指標とした肝炎患者の酸化ストレス評価 

相手方分野名 病態情報解析学 

研究題目 
トランスサイレチンのアミロイド線維形成におよぼすシクロデキストリ
ンおよびそのデンドリマー結合体の抑制効果 

相手方分野名 病態情報解析学 

研究題目 家族性アミロイドポリニューロパチーの遺伝子治療におけるラクトシル
化デンドリマー/シクロデキストリン結合体の有効利用 

相手方分野名 
医学部附属病院薬剤部，腎臓内科学分野，代謝内科学分野，医学部附属
病院先端医療支援センター 

研究題目 個別化医療をリードする育薬フロンティアセンター研究拠点形成 

相手方分野名 消化器内科 
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研究題目 アルブミン酸化度を指標とした肝炎患者の酸化ストレス評価 

相手方分野名 医学部分子遺伝学分野 

研究題目 薬剤性肝障害の発症における小胞体ストレス関連因子の機能解明 

相手方分野名 泌尿器病態学 

研究題目 薬物の透析性に関する検討ドリペネムの透析患者の薬物動態，透析性に
ついて 

相手方分野名 腎臓内科学 

研究題目 
塩酸セベラマーによる便秘に対する下剤の適正使用に向けた検討 ～
３．血液透析患者を対象とした塩酸セベラマーと下剤の併用における便
秘改善効果の検討～ 

 
 http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/outline/graduate/iryo_yakugaku/p11.html 

  （出典:熊本大学ウェブサイト） 

 

資料A1-2-2-2 長期履修適用者数 

 
（出典:薬学部教務関係資料） 

資料A1-2-2-3 研究生、特別研究学生等の受入状況 

 

  （出典:薬学部教務関係資料） 

 

３ 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

 

 HIGO プログラムでは、アジアからの留学生の受入れ、海外医療行政・アジア諸国の健康

産業のニーズなどを知る実践的な機会として、海外インターンシップ等を行っている。 平

成 29 年度 HIGO プログラムにおける薬学教育部コース生は 35 名（日本人 21 名、外国人 14

名）、薬学教育部準コース生は８名（日本人５名、外国人３名）である。 

 また、国際学会への参加を支援する制度（熊本大学国際奨学事業を活用し、多くの大学

院生を海外に派遣している（資料 A1-2-3-1、資料 A1-2-3-2）。 

 

資料 A1-2-3-1 学生海外派遣数 

 
（出典:薬学部教務関係資料） 
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資料 A1-2-3-2 留学生の受入数 

 

（出典:薬学部教務関係資料） 

 

４ 養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

 

 臨床薬学コースでは、社会が求める即戦力としての先導的薬剤師を養成するために、臨

床現場における１年にわたる実践的・先端的実習を実施する。また、専門的授業の受講、

国内外での学会発表および国際専門雑誌への論文投稿等を推奨している。さらに、国際化

に対応できる即戦力としての人材養成目標にきめ細かく対応している。一方、医療薬科学

コースでは、研究能力ならびに薬剤師としての職能の両者を育成するカリキュラムによ

り、臨床現場で学んだ知識や技能を活かした基礎研究者、開発研究者、CRCや大学等での

教員や研究員を養成するのに必要な授業科目を設置している（前掲資料A1-2-1-6 P27、前

掲資料A1-2-2-1 P37）。 

 創薬・生命薬科学専攻博士前期課程では、４コースの専門分野に特化した講義･演習･実

習科目を履修する。また、博士後期課程では、自主的な問題設定・問題解決能力を身につ

けさせるため、博士論文に直結する実験に加えて、製薬企業あるいは大学・公的機関等に

おける研究企画評価を想定した企画書・研究計画書の作成とプレゼンテーションならびに

計画に即した研究の実行を課す「課題実習」を組み込んでいる。また、特許、市場調査、

臨床開発に関する演習科目を設定し、医薬研究開発の全体像を理解させている。さらに、

ベンチャー起業の方法と課題、大学教員に必要な心構えや効果的教育方法および大学経営

について理解するための演習科目を設定し、課程修了後の進路の選択にも直結する内容を

含むカリキュラムを編成している（前掲資料 A1-2-1-6 P27）。 

 

５ 学生の主体的な学習を促すための取組 

 

 学年歴および年間スケジュールは、薬学教育部ウェブサイトの中の「教育」に掲載され
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ている（資料 A1-2-5-1）。７月に行われる「九州薬科学研究教育連合大学院生合宿研修」

は、九州地区の国立三大学（九州大学、熊本大学、長崎大学）の薬学系大学院の院生が様々

なテーマ・課題を決めてお互いに競い合うもので、主体的な学習へのモチベーションを高

める取り組みである（資料 A1-2-5-2）。また、学内 LAN は完備されており、無線 LAN も使

用できる。履修指導は、毎年４月初めにガイダンスにより行われている。 

 

資料A1-2-5-1 学年歴、年間スケジュール等 

月 行  事 

４月 前学期開始 

入学式、入部式 

オリエンテーション 

前学期授業開始 

学生定期健康診断 

７月 大学院薬推薦入試 

HIGOプログラム選抜試験 

九州薬科学研究教育連合大学院生合宿研修 

８月 夏季休業 

HIGOプログラム海外インターンシップ 

大学院一般入試 

１０月 後学期開始 

１１月 開学記念日 

１２月 学位論文提出 

冬季休業 

１月 国際的活動支援奨学事業選考会 

２月 学位審査 

２月末～３月 大学院発表会 

３月 大学院薬学教育部博士後期課程、博士課程入学者選考 

卒業式 

（出典:薬学教育部長作成資料） 
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資料A1-2-5-2 平成30年度第12回九州薬科学研究教育連合主催 合宿研修 

案内 プログラム(一部抜粋) 

 

参加者 

 

集合写真 

（出典：合宿研修の資料より一部抜粋） 

 

６ その他 

 

 留学生のための各種情報は、熊本大学ウェブサイト「グローバル（日本語、英語、中国

語、韓国語）」に掲載されている（資料 A1-2-6-1）。社会人学生に対する情報提供は、熊本

大学ウェブサイト「社会人受入れ」から得ることができる（資料 A1-2-6-2）。課外活動と

して、全学のサークルに加えて、薬学部及び薬学教育部独自の公認サークルも存在する。

薬学部及び薬学教育部のサークルに対しては、学生委員会が予算面も含めて対応している。

【参加人数】

教員

九州大学 6人

熊本大学 8人

長崎大学 8人

大学院生

男性 女性 合計

九州大学 11人 3人 14人

熊本大学 6人 7人 13人

長崎大学 13人 5人 18人

講師

3人 合計 70人
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サークルの詳しい情報は熊本大学および薬学教育部のウェブサイトから得ることができる

（資料 A1-2-6-3）。生活支援制度、ハラスメントや健康に関する相談窓口、授業料免除や

奨学金制度に関する経済的支援制度などについては、熊本大学ウェブサイトの「大学生活」

から得ることができる（資料 A1-2-6-4）。 

 

資料A1-2-6-1 留学生に対する情報提供 

熊本大学ウェブサイト（グローバル） 

 
 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
日本語：https://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu 
英語 ：http://ewww.kumamoto-u.ac.jp/en/ 
中国語：http://ewww.kumamoto-u.ac.jp/ch/ 
韓国語：http://ewww.kumamoto-u.ac.jp/kr/ 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

資料A1-2-6-2 社会人に対する情報提供 

熊本大学ウェブサイト（社会人受け入れ） 

 
 
本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 
https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/sonota/shakaijin 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料A1-2-6-3 課外活動団体等 

 

 

本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 

課外活動：http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp/campus/school/yakugaku_club.html 

     http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakuseikatsu/kagaikatudou 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

資料 A1-2-6-4 大学生活 

 

 

本内容に関して詳しく記載されているウェブサイトの URL を以下に示す。 

大学生活：https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakuseikatsu 

（出典：熊本大学ウェブサイト） 

 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 平成 26 年度から平成 29 年度の間も、平成 26 年９月以前と同様に、下記の２点を維持

している。 
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・薬学教育部では、２つの専攻科の特色を出すため、それぞれのカリキュラムポリシーな

らびにディプロマポリシーを掲げるとともに、キャリアパスを意識した授業カリキュラム

を構築している。 

・体系的なカリキュラム、国際通用性のあるカリキュラムならびに社会のニーズに対応し

たカリキュラム等は効率的に編成されており、それらの実施上の工夫、さらには養成しよ

うとする人材像に応じた効果的な教育方法、学生の主体的な学修を促すための取組等も認

められる。また、各種のウェブサイトからこれらの必要な情報を容易に得ることができる。 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果 

 

（観点に係る状況）  

１ 履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 成績評価基準や成績評価方法は、各科目のシラバスに明記されている（資料 A2-1-1-

1）。成績評価に係る異議申し立ての手続きについては、学部と同様、学生便覧に明記さ

れている（資料 A2-1-1-2）。修了認定基準に関しては、学生便覧中に専攻毎に修了要件

が明示されている（資料 A2-1-1-3）。学位論文に係る審査・評価基準に関しては、博

士、修士ともに、課程の目的に即した学位授与の方針が具体的に定められ、学習成果を的

確に把握する体制が整っている（資料 A2-1-1-4）。また、評価基準ならびに審査手続き

を学生に周知するため、「学位申請の手引き」中に当該事項が明示されている（資料 A2-

1-1-5）。さらに学位論文の審査体制、審査委員の選抜方法については、薬学教育部の

「学位申請に関する申し合わせ事項」に明示され、各論文の専門性に鑑みて適切な審査委

員の選出および公正な審査が行われていることを担保している（資料 A2-1-1-6）。大学

院進学後の学生の修学状況、学位授与件数、外国人留学生への学位授与件数および修了者

の修業年数別人数に示しているとおり、微増ながら増加の傾向にある（資料 A2-1-1-7、

資料 A2-1-1-8、資料 A2-1-1-9）。 

 

資料 A2-1-1-1 成績評価基準や成績評価方法が確認できる資料 
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（出典：熊本大学ウェブサイト・シラバス） 
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資料 A2-1-1-2 成績評価に係る異議申立て手続きに関する資料 

 
（出典：薬学部･薬学教育部学生便覧） 

 

資料 A2-1-1-3 各専攻の修了認定基準 

創薬・生命薬科学専攻・博士前期課程における修了要件 

必修・選択別 授業科目等 単位数 

必修 
全コース共通から（指導分野の特別実験Ⅰを含む） 14 単位 

所属するコースから 12 単位 

選択 全コース共通から 8 単位以上 

創薬・生命薬科学専攻・博士後期課程における修了要件 

必修・選択別 授業科目等 単位数 

必修 
全コース共通から（指導分野の特別実験Ⅰを含む） 14 単位 

所属するコースから 2 単位 

 

医療薬学専攻・博士課程における修了要件 

コース 授業科目等 
単位数 

必修 選択必修 

臨床薬学コース 

共通科目から 18 単位 2 単位以上 

コース科目１から  8 単位 

コース科目２から 2 単位 2 単位以上 

医療薬科学コース 
共通科目から 18 単位 6 単位以上 

コース科目から 4 単位 4 単位以上 
 

（出典：薬学部･薬学教育部学生便覧） 
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資料 A2-1-1-4 学位論文に係る審査･評価基準 

【博士後期課程】 

 

熊本大学大学院薬学教育部（研究科）博士後期課程における学位「課程博士（甲）」の 

審査及び最終試験の評価基準 

 
 本教育部（研究科）博士課程において博士論文を提出し、博士の学位を受けようとする
場合を課程博士（甲）といい、その審査及び最終試験に関する評価基準に関して必要な事
項を定める。 
 
（学位申請） 
 学位申請には、博士論文と、本人が筆頭著者（equal contribution も含む）になって
いる英語で書かれた公表論文（審査委員を置く学術雑誌に掲載済みまたは投稿中）１報
以上の提出を必要とする。なお、投稿中である場合、受付を証明する書類と投稿論文１部
を申請書類に添付すること。 
 
（博士論文の審査基準） 
１）  単なる関連論文の写しや邦訳ではなく、研究の基礎となった文献的事実を含む研究

の背景、明確な研究の目的と基本的なストラテジー、詳細な実験方法、実験結果と
その解釈、文献的考察を含む深い論考、適切な論文等の引用、研究の意義・独創性・
新規性・進歩性等に関する総括等について十分な論述がなされていること。 

２）  学位論文の作成要領に従って作成されていること。 
 
（公表論文（学術論文）） 
１）少なくとも１報は、下記の薬学教育部における学位申請のための学術雑誌の基準を

満たした雑誌に掲載された欧文論文または投稿中の欧文論文原稿であること。 
２）論文原稿（学位論文、Thesis）に直接関わる内容を含み、その一部を構成すること。 
３）少なくとも１報は、学位申請者が筆頭著者であること。申請者と他研究者との equal 

contribution による共著論文にあっては、論文中にそのことが明記されていれば
共に第一著者とみなす。ただし、他の著者が当該論文を学位論文の関連論文にして
いる場合は、これを学位論文とすることができない。 

 
（薬学教育部における学位申請のための学術雑誌の基準） 
１）  国外欧文雑誌については、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されている

こと。 
２）  国内欧文雑誌については、欧文で作成された論文を投稿することが定められてお

り、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されていること。 
３）  国内和文雑誌については、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されている

こと。 
 
（最終試験の評価基準） 
 学位申請者は、教育部教授会が指定した日に論文内容について口頭発表（20 分以内）、
質疑応答（20 分以内）を行い、以下の基準により評価する。 
１）  研究内容の独創性・目的等について十分に理解し、論理的かつ明瞭に説明できるこ

と。 
２）  研究内容に関して提起される論点について的確かつ論理的に考察できること。 
３）  研究の将来的な展望について論述できること。 
４）  当該研究分野に関する最先端の知識を有すること。 
５）  関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 
６）  発表態度が適切であり、発表時間を順守すること。 

 

【博士前期課程】 

熊本大学大学院薬学教育部（研究科）博士前期課程における学位の審査及び最終試験の評

価基準 

 

 本教育部（研究科）博士前期課程において修士論文を提出し、修士の学位を受けようと
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する場合の審査及び最終試験に関する評価基準に関して必要な事項を定める。 

 

（学位申請） 

 学位申請には、修士論文を必要とする。 

 

（修士論文の審査基準） 

１） 単なる関連論文の写しや邦訳ではなく、研究の基礎となった研究の背景、明確な研

究の目的、適切な実験方法、実験結果とその解釈、文献的考察を含む論考、研究の意義等

に関する総括等について論述がなされていること。 

２） 学位論文の作成要領に従って作成されていること。 

 

（最終試験の評価基準） 

 学位申請者は、教育部教授会が指定した日に論文内容について口頭発表（8 分以内）、

質疑応答（6 分以内）を行い、以下の基準により評価する。 

１）研究内容の独創性・目的等について理解し、論理的かつ明瞭に説明できること。 

２）研究内容に関して提起される論点について的確かつ論理的に考察できること。 

３）当該研究分野に関する最先端の知識を有すること。 

４）関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

５）発表態度が適切であり、発表時間を順守すること。 

 

（出典：薬学教育部「博士後期課程･博士前期課程における学位の審査及び最終試験の 

評価基準」） 

 

資料 A2-1-1-5 学位論文に係る評価基準、審査手続き等を学生に周知していることを示すも

のとして、配布資料等の該当箇所 

 
（５）公表論文 
１）少なくとも１報は、薬学教育部における学位申請のための学術雑誌の基準を満たし

た雑誌に掲載された欧文論文または投稿中の欧文論文原稿であること。 
２）論文原稿（学位論文、Thesis）に直接関わる内容を含み、その一部を構成すること。 
３）少なくとも１報は、学位申請者が筆頭著者であること。申請者と他研究者との equal 

contribution による共著論文にあっては、論文中にそのことが明記されていれば共
に第一著者とみなす。ただし、他の著者が当該論文を学位論文の関連論文にしている
場合は、これを学位論文とすることができない。 

 
（薬学教育部における学位申請のための学術雑誌の基準） 
１） 国外欧文雑誌については、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されている

こと。 
２） 国内欧文雑誌については、欧文で作成された論文を投稿することが定められてお

り、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されていること。 
３） 国内和文雑誌については、ピアレビュー制度を採用し、編集委員が公表されている

こと。 
 
４．最終試験（論文発表会） 
 
 ★学位申請者は，教育部教授が指定した日に，論文発表を行う。 
 論文発表会は，審査委員長が司会を行い，発表時間は２０分以内，質問時間は２０分

以内とする。なお、発表会の進行（ライト、計時、マイク、プロジェクター等）は当
該分野で行うこととし、配布用の論文要旨のコピーを当該分野の責任で予め用意す
ること。 

 
（最終試験の評価基準） 
 学位申請者は、教育部教授会が指定した日に論文内容について、以下の基準により評価
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する。 
１）研究内容の独創性・目的等について十分に理解し、論理的かつ明瞭に説明できるこ
と。 
２）研究内容に関して提起される論点について的確かつ論理的に考察できること。 
３）研究の将来的な展望について論述できること。 
４）当該研究分野に関する最先端の知識を有すること。 
５）関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 
６）発表態度が適切であり、発表時間を順守すること。 

 

（出典：薬学教育部「学位（課程博士）申請のための手引き」より公表論文及び最終試験

の評価基準の抜粋） 

 

資料 A2-1-1-6 学位論文の審査体制、審査員の選抜方法が確認できる資料 

 

学位「課程博士（甲）」申請等に関する申合せ事項 

 
 本教育部（研究科）博士課程において博士論文（以下「論文」という。）を提出し、
博士の学位を受けようとする場合を課程博士（甲）といい、その申請書に関して必要な
事項を定める。 
 
（学位申請） 
 １ 学位申請者は、次に揚げる書類を教育部長に提出しなければならない。 
 （１）学位申請書（所定様式）                   ２部 
 （２）論文原稿                          ３部 

    ※英文要約（目次の前に論文タイトル、氏名、Summary から 
     成るもので、A4 判～2 枚程度）添付のこと。 

 （３）論文要旨（A4 判 2 枚程度のもの）                 ３部 
 （４）論文目録（所定様式）                    ３部 
 （５）履歴書（所定様式）                     １部 
 （６）同意承諾書（共著論文を含む場合）              １部 
 （７）公表論文等                         １部 

 
（提出書類の調査） 
 ２ 提出された書類について、大学院教育委員会は不備がないか調査し、教育部長に
報告する。 
 
（審査委員会） 
 ３ 教育部教授会は速やかに審査委員長を含む審査委員 3 名以上を選定して審査委員

会を組織する。なお、審査委員長は薬学教育部において指導する教授または准教
授とする。 

 
（審査） 
 ４ 審査委員会は論文原稿について、1 か月以内に内容を検討し、合議の上、学位論

文審査報告書を作成して教育部長に提出し、また、その結果を学位申請者に連絡
しなければならない。なお、学位論文審査報告書の作成に当たっては、内容に訂
正あるいは追加を要すると判断した場合は、学位申請書にその旨を指示し、新し
く書き改められた論文については、審査委員長が調査の上、他の審査委員の了解
を得るものとする。 

（最終審査） 
 ５ 学位申請者は、教育部教授会が指定した日に論文内容について口頭発表（20 分以

内）、質疑応答（20 分以内）を行い、教育部教授会で最終審査を受けるものとす
る。 

 ６ 論文発表会の準備、進行は関係研究室で行う。 
 
（公表論文） 
 ７ 課程博士の論文は、本人が筆頭著者（equal contribution も含む）になっている

英語論文（審査委員を置く学術雑誌に掲載済みまたは投稿中）1 報以上を含むも
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のとする。なお、投稿中である場合、受付を証明する書類と投稿論文一部を申請
書類に添付するとともにその審査結果を最終合否判定を行う教育部教授会の場に
て報告する。 

 
（その他の留意事項） 
 ８ 論文の規格及び様式については、A4 判の用紙を用い横書きで左綴じとし、装丁は

本製本を原則とする。なお、その提出締切は論文発表会の当日までとする。 
 ９ 本教育部博士課程に所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得し、かつ必要

な研究指導を受けた学生が、止むを得ぬ理由で退学し、在学中に学位申請が行わ
れ、かつ 1 年以内に合格の判定を受けた場合は、さかのぼって課程修了を認める
ものとする。この場合、学位授与の日付はさかのぼって修了式（卒業式）の日と
し、学籍簿上も博士課程修了と訂正処理する。 

１０ 論文発表の合否判定において否となった者が、その後 1 年以内の博士論文（甲ま
たは乙）の論文発表会で、再度発表し、合となった場合は、博士課程修了とし、
９項と同様に取扱うものとする。 

１１ 審査に当たり問題等が生じた場合は、大学院教育委員会で検討し、教育部教授会
に諮るものとする。 

 

（出典:薬学教育部「学位申請に関する申し合わせ事項」） 

 

 

資料 A2-1-1-7 学位授与件数 

 
（出典:薬学部教務関係資料） 

 

資料 A2-1-1-8 外国人留学生への授与件数 

 
（出典:薬学部教務関係資料） 
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資料 A2-1-1-9 修了者の修業年数別人数および標準修業年限内の修了率及び標準修業年限

1.5 年内修了率 

 

（出典:薬学部教務関係資料） 

 

２ 資格取得状況､学外試験等の結果､学生の受賞状況から判断される学習成果の状況 

 

 学生の査読論文掲載状況および学会発表状況、受賞状況、日本学術振興会特別研究員採

用状況は、平成 29 年度が最も活発であるが、過去４年間、ほぼ一定の水準を維持している

（資料 A2-1-2-1）。 

 

資料 A2-1-2-1 学生の欧文査読論文掲載状況、学会発表状況、受賞状況および日本学術振

興会特別研究員採用状況 

 

         （出典:薬学部教務関係資料） 
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３ 学業の成果の達成度や満足度に関するアンケート等の調査結果とその分析結果 

 

 博士前期課程の開講科目のうち 10 名以上が履修者する科目について、２年に一度、授業

改善のための学生アンケートを実施し、教員へフィードバックしている。 

本アンケートの実施要領を定め（資料 A2-1-3-1）、アンケート調査結果（抜粋）及び学

生からの意見聴取、対応コメントについては、公表している（資料 A2-1-3-2、資料 2-1-3-

3）。 

 

資料 A2-1-3-1 学生による授業改善のためのアンケート実施要領 

 

        （出典：授業改善のためのアンケート実施要領） 
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資料 A2-1-3-2 アンケート調査結果の例及び学生からの意見聴取、対応コメントの例 

 

（出典：授業改善のためのアンケート調査結果 2017 抜粋） 
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資料 A2-1-3-3「授業改善のための学生アンケート」結果の概要及びコメントの抜粋 

アンケート結果の推移：「授業改善のための学生アンケート」平成 27 年前期・後期および平成
28 年前期・後期の結果データを以下に示す。なお、平成 25 年度、平成 26 年度はアンケート
の質問内容が異なるためここには示していない。また、平成 29 年度のアンケート結果は未集
計であるため記していない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
代表的なコメント【薬物送達学特論】 
・動画等を用いて薬学系に関わらず最先端の医療に関しての情報提供をして頂いたのでイメ

ージしやすくわかりやすかったです。 
・レポートでのやり取りがあり、講義以外でも勉強する機会があったり、講義中に先生とディ

スカッションする機会もありました。 
・今後、自分の研究とリンクさせながら学ぶことができたので非常に有意義な講義でした。 
・DDS についてとても勉強になりました。 

（出典：授業改善のためのアンケート結果公開システムより抜粋） 

 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 成績評価基準や成績評価方法は、各科目のシラバスに明記され、到達目標と共に評価基

準を学生が容易に知ることができる。各科目の目標や評価法の明示は、アンケート結果か

らもほぼ徹底されている。修了認定基準に関しては、学生便覧中に専攻毎に、創薬・生命

薬科学専攻では、さらに博士前期・後期毎に修了要件を明示されている。両専攻とも履修・

修了状況に問題はない。学生アンケート結果を分析する限り、大学院開講科目はいずれも

学生にとって好評であり、どの項目を見ても教育の成果や効果が見て取れ、これは新制度

の大学院となっても変わることはなかった。また、学生の査読論文掲載数は、平成 26 年度

から平成 29 年度の間、年平均 80 報と一定の水準を保っており、特に学生が筆頭著者とな

っている査読論文の受理数が、年平均 26 報超であることは質の高い大学院教育が実践さ

れていることを示している。学生の各種学会賞の受賞者数は、平成 26 年度から平成 29 年

度の間、年平均 16 以上であり高い水準を維持している。さらに日本学術振興会特別研究員

（DC1/DC2）の採用状況についても、平成 26 年度から平成 29 年度の間に、計 15 名採用さ

れたことから、優れた大学院教育が行われていることを裏づけるものと考える。 

 

 

 

質問No. 質問 平成27年度前期 平成27年度後期 平成28年度前期 平成28年度後期 回答

1.十分に達成できた、2.少し達成できた
の中間

1.十分に役立った、2.少し役立った　の中
間

3.1時間以上2時間未満、4.1時間未満　の
中間

1.非常に有意義だった、2.有意義だった
の中間

アンケート項目の平均値

2.少し難しい、3.ちょうどよい　の中間

1.非常に聞き取りやすい、2.聞き取りやす
い　の中間

1.非常に有効、2有効　の中間

1.十分に行われていた、2.少し行われて
いた　の中間

1.十分に明示されていた、2.少し明示され
ていた　の中間

1.実施された、2.どちらかというと実施さ
れた　の中間

1.80 1.29

3.03 3.79

1.61 1.40

1.81 1.50

1.48 1.52

1.94 1.74

3.50

1.68

1.65

1.59

1.45

1.65

1.94

1.79

3.69

1.76

2.29 2.69

1.68 1.50

1.82

2.09

1.74 1.69

1.77 1.60

Q1０ 全体として,この授業はどの程度有意義でしたか。

2.59 2.59

1.73 1.63

1.73

1.64

2.05

1.56

Q7 授業の目標をどの程度達成したと思いますか。

Q8
この授業は，LMSを活用するものでしたか。どの

程度役に立ちましたか。

Q９
1週あたり平均して,どの程度,授業時間外の学習

をしましたか。

Q4
教員との双方向的なやりとりが、どの程度行われ

ていましたか。

Q5 授業の目標は，どの程度明示されていましたか。

Q6
シラバスに記載された目標と計画に沿って実施さ

れましたか。

Q1 授業の難易度は，どうでしたか。

Q2 教員の声は，聞き取りやすかったですか。

Q3 授業の手段は、有効でしたか。
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観点 進路・就職の状況 

 

（観点に係る状況） 

 

１ 就職率（就職者/就職希望者） 

 

 大学院博士前期課程は、平成 26 年度および平成 27 年度にそれぞれ１名の未就職者がい

たが、平成 26 年度から平成 29 年度の４年間の平均就職率は 96.9％であった。大学院博士

後期課程は、平成 26 年度に１名の未就職者がいたが、平成 26 年度から平成 29 年度の４

年間の平均就職率は 97.2％であった。大学院博士課程は、初めて卒業者を出した平成 27

年度から平成 29 年度の３年間の就職率は一貫して 100％であった。（資料 A2-2-1-1）。 

 

２ 就職・進路状況・進学率 

 

 大学院博士前期課程では、平成 26 年度から平成 29 年度の４年間の卒業者 121 名中 65.3%

の 79 名が企業に就職し、34.7%の 42 名が博士後期課程に進学している。大学院博士後期課

程では、平成 26 年度から平成 29 年度の４年間の卒業者のうち、企業就職者が 15 名、博士

研究員が 11 名、教員職が６名で、その他に薬剤師職で病院に３名、公務員職に１名が就い

た。大学院博士課程では、平成 27 年度から平成 29 年度の３年間の卒業者のうち、薬剤師

職で病院が８名、薬局が１名に就き、その他に企業就職者が２名、博士研究員が３名、教

員職が２名であった（資料 A2-2-1-1）。 

 

資料 A2-2-1-1 薬学教育部の就職･進路状況（H26～H29） 

 

             （出典:薬学部教務関係資料） 

 

３ 主な就職先・進学先 

 

 平成 26 年度から平成 29 年度の４年間は、大学院博士前期課程の多くの学生（34.7％）

が博士後期課程に進学した。また、その就職先は、製薬、医薬品関係の企業が多い。大学

院博士後期課程では、およそ 40％の学生が製薬、医薬品関係の企業に就職し、およそ 30％

の学生が博士研究員、およそ 17％の学生が教員職に就いた。また、大学院博士課程の学生

は、平成 27 年度から平成 29 年度の３年間に、およそ 50％が薬剤師職に就き、残りの 50％

は研究職に就いた（資料 A2-2-1-2）。 
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資料 A2-2-1-2 薬学教育部の主な就職先・進学先（H26～H29） 

  

 

 

（出典:薬学部教務関係資料） 

大正富山医薬品株式会社 1

川澄化学工業株式会社 1

鳥居薬品株式会社 1

協和メデックス株式会社 1

特許業務法人原謙三特許事務所 1

熊本製粉株式会社 1

日本ケミファ株式会社 1

田辺三菱製薬株式会社 1

株式会社 イノス 1

シミック株式会社 1

日本曹達株式会社 1

富士フイルムRIファーマ株式会社 1

旭化成株式会社 1

中外製薬工業株式会社 1

富士カプセル 1

和光純薬工業 1

小野薬品工業 1

富士フイルムソフトウエア 1

インテリム 1

千寿製薬 1

同仁化学研究所 1

カネリョウ海藻 1

花王 1

わかもと製薬 1

九星飲料工業 1

日本臓器製薬 1

日本ファインケム 1

武田薬品工業 1

WDBアイシーオー 1

平田機工 1

博士前期課程（H26～H29）

主な進学先

熊本大学大学院 39

その他大学院 3

企業

クインタイルズトランスナショナルジャパン株式会社 4

一般財団法人　化学及血清療法研究所 4

パレクセル・インターナショナル株式会社 4

三和化学研究所 3

株式会社テクノプロ　テクノプロR＆D社 3

株式会社陽進堂 2

日本たばこ産業株式会社 2

アステラス製薬株式会社 2

帝人株式会社 2

ニプロ株式会社 2

栄研化学株式会社 2

株式会社メディサイエンスプラニング 2

マルホ株式会社 2

株式会社ツムラ 2

湧永製薬株式会社 1

東和薬品株式会社 1

Meiji Seika ファルマ株式会社 1

日本ジェネリック株式会社 1

祐徳薬品工業株式会社 1

株式会社再春館製薬所 1

鶴原製薬株式会社 1

癸巳化成株式会社 1

北里第一三共ワクチン株式会社 1

株式会社 新日本科学 1

新日本科学 PPD 1

ヤンセンファーマ株式会社 1

グラクソ・スミスクライン株式会社 1

博士後期課程（H26～H29）

企業 病院

株式会社テクノプロ　テクノプロR＆D社 1 国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院 1

ノバルティス  ファーマ 株式会社 1 済生会熊本病院 1

テルモ株式会社 1

日油株式会社 1 公務員

大塚製薬株式会社 1 熊本市役所 1

平田機工株式会社 1

第一三共株式会社 1

株式会社 CyDing（サイディン） 1 博士研究員

日本たばこ産業 1 熊本大学 7

都正生物科技有限責任公司 1 マギル大学 1

アスビオファーマ株式会社 1 その他 3

ニプロ株式会社 1

ユーグレナ 1

一般財団法人 化学及血清療法研究所 1

一般財団法人日本生物科学研究所 1

学校教育

ポカラ大学 1

立命館大学 1

ニーナ大学 1

学校法人常盤学園 常磐幼稚園 1

パジャジャラン大学 1

ミニア大学 1

博士課程（H26～H29）

企業 博士研究員

株式会社大塚製薬工場 1 マギル大学 1

湧永製薬 1 ジョージア州立大学 1

宇宙航空研究開発機構　JAXA 1

病院

鹿児島大学病院 2

済生会熊本病院 2 学校教育

陣内病院 1 熊本大学 1

出水郡医師会広域医療センター 1 山口東京理科大学 1

宮崎大学医学部附属病院 1

寿楽会大野記念病院 1

薬局

ファルメディコ 株式会社 1
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（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 平成 25 年度以前と同様に、平成 26 年度から平成 29 年度まで、就職率はほぼ 100％を維

持しており、製薬、医薬品関係の企業、病院、薬局、公務員、大学関係と多彩な職に就職

している。 

 

４．質の向上度の分析及び判定 

 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況  
 

（記述及び理由） 

 質を維持している 

 

【教育実施体制】 

 多彩な専門性と背景を有する専任教員が大学院設置基準を大きく超える数で配置され、

協力講座、附属センター、外部講師等による大学院教育の支援体制が整えられている。リ

ーディング大学院教育プログラム（HIGO プログラム）により教育活動を展開している。国

立がん研究所との連携講座の設置および国内外大学との部局間協定の締結により、高度職

業人の養成およびレギュラトリーサイエンスプログラムの充実を図っている。 

 

【教育内容・方法】 

 体系的なカリキュラム、国際通用性のあるカリキュラムならびに社会のニーズに対応し

たカリキュラムを編成している。海外での研究活動、九州薬科学研究教育連合大学院生合

宿研修、各種インターンシップなどを通して、自主性、国際性、労わりの心、視野の拡大

が図られている。 

 

 以上の理由から、平成 26 年度 10 月から平成 30 年度９月の間、薬学教育部部の教育活

動の状況は、平成 26 年度９月以前の「質を維持している」と判断した。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

（記述及び理由） 

 改善、向上している 

 

【学業の成果】 

 学生アンケート結果から、大学院開講科目はいずれも学生にとって好評であり、どの項

目を見ても教育の成果や効果が判断できる。日本学術振興会特別研究員の採択数、学会に

おける学生の優秀発表・ポスター賞の受賞者数から、大学院生の教育・研究レベルの向上

が認められる。 

 

【進路・就職の状況】 

 就職率は、毎年ほぼ 100％で良好であり、多彩な職種に就職している。 

 

 以上の理由から、平成 26 年度 10 月から平成 30 年度９月の間、薬学教育部部の教育成

果の状況は、平成 26 年度９月以前よりも「改善、向上している」と判断した。 
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Ⅲ 社会貢献の領域に関する自己評価書 
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１． 社会貢献の目的と特徴  
 
 大学院薬学教育部では、以下の取り組みを通して、社会・地域に開かれた大学としての

役割を果たすことを目的とする。 

1．社会連携のために、研究活動を通して産学連携、産業振興への取組を行う。 

2．地域連携のために、地域社会の課題解決への取組を行う。また、大学院レベルでの生涯

学習機能の強化のための取組を行う。  
 
［想定する関係者とその期待］  
 
 関係者として、地方自治体、医療機関、企業の関係者、地域の一般市民を想定している。

地方自治体、医療機関、企業の関係者からは、薬学に関する高度の専門性を高めるために

必要な知識･技術の提供や技術開発が求められている。また、地域の課題解決への貢献が期

待されている。一般市民からは大学における知の創造に基づいた情報発信を期待されてい

る。 

 

２． 優れた点及び改善を要する点の抽出  
  
【優れた点】  
社会貢献においては、産学連携を目的としているが、多くの共同研究プロジェクトが行わ

れた結果、５つの共同研究講座の設置および地域イノベーション・エコシステム形成プロ

グラムの採択に至った。  
 また、HIGO プログラムによる地域社会貢献、子宮頸がん検診率向上のための活動、禁煙

支援プログラム、生涯学習教育の強化、薬学教育部スタッフおよび学生によるベンチャー

企業の起業など、様々な面から社会・地域に貢献した。  
 
【改善を要する点】  
 産学連携の実をあげるためには、大学院薬学教育部を構成する教員が全員で一つのテー

マに取り組むことが必要であり、そのための組織体制づくりが必要である。  
 
３． 観点ごとの分析及び判定  
 
分析項目 大学の目的に照らして、社会貢献活動及び地域貢献活動が適切に行われ、成果

を上げていること。  
観点 社会貢献活動及び地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわ

しい計画や具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・

周知されているか。  
（観点に係る状況）  
 大学院薬学教育部では社会連携のために、研究活動を通して産学連携、産業振興への取

組を行うことを社会貢献活動の目的としている。平成 29 年度に採択された地域イノベー

ション・エコシステム形成プログラム「有用植物×創薬システム・インテグレーション拠

点推進事業」のウェブページにて公表・周知されている。すなわち、「天然物資源の保全と

応用科学を通じて、自然生態系と人々の健康が共生・調和する、持続可能な社会形成に公

演する」ことをミッションとし、「世界各地の薬用資源の保全に関わるネットワーク形成お

よび人材育成を担い、科学イノベーションを通じて創薬を含む健康産業の発展に寄与し、

グローカルな健康社会の形成に貢献し続ける」ことがヴィジョンである（資料 C1-1-1-1）。 

 また、本学では地域貢献のための計画や具体的方針を「地域社会との組織的な連携の強

化」、「地域社会の課題解決への貢献」、「大学の生涯学習機能の強化」、および「産学連携・
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産業振興への貢献」の４項目にまとめ、具体例とともに「熊本大学の地域社会との連携に

係る基本方針」としてウェブサイトに掲載している。（資料 C1-1-1-2）大学院薬学教育部

では、地域連携のために、地域社会の課題解決への取組を行うこと、また、大学院レベル

での生涯学習機能の強化のための取組を行うことを目的とし、これに関連する「次世代創

薬研究者養成塾」などの情報をウェブサイトに掲載している（資料 C1-1-1-3）。 

平成 24 年度に「グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO（HIGO プロ

グラム）」が文部科学省の「博士課程教育リーディングプログラム[複合領域型(生命健康)]」

に採択された。これは、九州･アジアの社会的ニーズを理解し、地域と世界を結びつけて、

諸課題の解決に挑戦できるグローカル（グローバル＋ローカル）な健康生命科学パイオニ

アとしてのリーダーを養成するプログラムで、国際交流とともに熊本県、熊本市、天草市

と連携した地域貢献活動を行っている。HIGO プログラムのウェブサイトに目的と計画を掲

載している（資料 C1-1-1-4、資料 C1-1-1-5） 

 

資料 C1-1-1-1  有用植物×創薬システム・インテグレーション拠点推進事業の社会貢献 

  
（出典：プログラム推進事業ウェブサイト） 

 
資料 C1-1-1-2 熊本大学の地域社会との連携に係る基本方針 



熊本大学大学院薬学教育部 

60 
 

 
（出典：熊本大学ウェブサイト） 
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資料 C1-1-1-3 次世代創薬研究者養成塾 

 
（出典：薬学教育部ウェブサイト） 

 
資料 C1-1-1-4 HIGO プログラムの目的  

 
（出典：HIGO プログラムウェブサイト）  
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資料 C1-1-1-5  HIGO プログラムの計画  

 
（出典：HIGO プログラムウェブサイト）  

（水準）  
 期待される水準にある。 

（判断理由）  
「熊本大学の地域社会との連携に係る基本方針」に沿った国際化の目的・計画を「地域

イノベーション・エコシステム形成プログラム」や「グローカルな健康生命科学パイオニ

ア養成プログラム HIGO（HIGO プログラム）」の目的、計画をウェブサイトに掲載すること

により周知している。従って、期待される水準にあると判断した。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
 地域イノベーション・エコシステム形成プログラム「有用植物×創薬システム・インテ

グレーション拠点推進事業」のウェブページにて２つの事業化プロジェクトと基盤構築プ

ロジェクトが進行している（資料 C1-1-2-1）。 

 また、地域社会の問題解決、および大学院レベルでの生涯学習機能の強化のため、以下

のような活動を実施している。 

（１）HIGO プログラムによる地域社会貢献への取組 

 熊本大学大学院 HIGO プログラム運営委員会では、平成 28 年に上天草市と、平成 29 年

には水俣市と連携してインターンシップ開催した（資料 C1-1-2-2）。 

（２）子宮頸がん検診率向上のための活動  
 平成 29 年には熊本県、熊本市、くまもと県民テレビなどと連携して高校生向けに「ひら

めき☆ときめきサイエンス〜ようこそ大学の研究室へ〜子宮がんに対するくすりをつくっ

てみよう」という参加体験型プログラムを企画・開催した（資料 C1-1-2-3）。 

（３）禁煙支援シンポジウムの開催 

 平成 29 年には日本禁煙学会と連携して禁煙支援シンポジウムを開催した（資料 C1-1-2-

4）。 

（４）地域社会の課題解決への貢献 

 熊本県は人口 10 万人あたりの腎透析患者数が全国一であることから、育薬フロンティ

アセンターでは、熊本大学医学部附属病院と連携して共同研究を行なっている。それ以外
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にも、様々な病院と共同研究を行なって地域医療へ貢献している。 

 

資料 C1-1-2-1 有用植物×創薬システム・インテグレーション拠点推進事業の活動 

 
（出典：プログラム推進事業ウェブサイト） 

 

資料 C1-1-2-2  HIGO プログラムのインターンシップの例  
 

 
（出典：HIGO プログラムウェブサイト）  
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資料 C1-1-2-3  子宮頸がん検診率向上のための活動  

 
（出典：薬学教育部ウェブサイト）  

資料 C1-1-2-4  禁煙支援シンポジウム  

 
（出典：薬学教育部ウェブサイト）  

 

（５）大学の生涯学習機能の強化 

 大学院薬学教育部では、若手研究者が主体となって運営する大学院レベルの生涯学習「次

世代創薬研究者養成塾」を定期的に開催し、研究教育環境の充実等を通して、次世代人材

の育成を推進している。（資料 C1-1-2-5） 
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（６）大学院薬学教育部の学生・教員による地元での起業  
 平成 28 年４月には、薬学教育部に所属する学生が「株式会社サイディン」を立ち上げ

た。同社は、「シクロデキストリンの無限の可能性を探求し、生活の質の向上に貢献する」

を理念に掲げ、同年 7 月の第１回熊本テックプラングランプリにて最優秀賞、次いで９月

の第４回バイオテックグランプリにて JT 賞を受賞した。平成 30 年度より新設された熊本

大学認定ベンチャーの制度において、現在認定されているなかで唯一の学生発ベンチャー

である。起業者がこれまで研究してきたスクロデキストリン化合物を主軸に、「医薬品開発」

「機能性表示食品開発」「研究用試薬販売・受託合成」事業を行なっている。同社は、「科

学技術の発展と地球貢献を実現する」という理念のもとに世界中の知を集めて新事業のタ

ネを生み出すインフラ「知識プラットフォーム」を運営し、社会に新たな価値を創出する

研究者集団である株式会社リバネスから支援を受けている。 

 平成 30 年１月には本部局の教員が「サイエンスファーム株式会社」を立ち上げた。同社

は、エイズ完治薬の開発に関するベンチャー企業であり、平成 29 年度熊本テックプラング

ランプリ特別賞を受賞している。 

 

（水準）  
 期待される水準にある。  
（判断理由）  

大学院薬学教育部を担当する教員により多くの共同研究プロジェクトが実際に実施され

た。また、地元病院との共同研究やシンポジウム開催、子宮頸がん検診率向上のための活

動等の他、薬学教育部の研究成果から２つのベンチャー企業が立ち上がり、地元企業によ

る寄附講座設置が行われた。従って、計画に基づいた活動が適切に実施され、期待される

水準にあると判断できる。  
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観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  
（観点に係る状況）  
 大学院薬学教育部において活発に学外組織との交流に取り組んだ効果として、平成 28 年

度には薬用植物資源エコフロンティアセンターのコンソーシアムパートナーとして地元企

業である「えがお」が「機能性食品共同研究講座」を、「河合興産」が「アグロメディシン

開発共同研究講座」を設置した（資料 C1-1-3-1）。さらに、「再春館製薬所」により「再春

館・自然×サイエンス共同研究講座」が、「平田機工」により「天然物創薬共同研究講座」

が、「大正製薬」により「大正製薬・グローバル伝統医薬資源開発講座」が設置された。こ

れは、それまで連携活動していた各企業が薬学教育部との共同研究に満足し、さらにそれ

を進めようとした結果である。 

 
資料 C1-1-3-1 薬用資源エコフロンティアセンターのコンソーシアムパートナー  

  
（出典：薬用資源エコフロンティアセンターウェブサイト）  
 
（水準）  
期待される水準にある。  
（判断理由）  

研究を通しての社会連携際に取り組んだ結果、５つの共同研究講座の設置に至った。ま

た、病院との共同研究や一般向け・高校生向けシンポジウム、行政インターンシップは好

評で継続的に行われている。以上より、期待される水準にあると判断できる。  
 
観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  
 「有用植物×創薬システム・インテグレーション拠点推進事業」内の複数のプロジェク

トをインテグレートした新しい取り組みが行われている。すなわち、今後「自生環境再現

技術」「有用植物ライブラリー」「評価系」を合わせることにより「環境再現型栽培システ

ムの開発」と「有用植物評価システムラインの構築」を行い、最終的に「ライセンス供給」

「高品質生薬等素材の安定供給」「革新的医薬品の創出」を行おうとするものである(資料

C1-1-4-1)。 
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（水準）  
 期待される水準にある。  
（判断理由）  

複数のプロジェクトをインテグレートした新しい取り組みにより「ライセンス供給」「高

品質生薬等素材の安定供給」「革新的医薬品の創出」という研究活動を通して産学連携、産

業振興の点から社会貢献を行なおうとしていることから、期待される水準にある。  
 

資料 C1-1-4-1 有用植物×創薬システム・インテグレーション拠点推進事業の取組 

 

（出典：プログラム推進事業ウェブサイト） 

 

４． 質の向上度の分析及び判定  
 
分析項目 大学の目的に照らして、社会貢献活動および地域貢献活動が適切に行われ、成

果を上げていること。  
（記述及び理由） 

 改善、向上している。 

 
 産学連携をめざした共同研究が活発に行われた結果、平成 28 年度には薬用植物資源エ
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コフロンティアセンターのコンソーシアムパートナーとして地元企業である「えがお」が

「機能性食品共同研究講座」を、「河合興産」が「アグロメディシン開発共同研究講座」を

設置した。さらに、「再春館製薬所」により「再春館・自然×サイエンス共同研究講座」が、

「平田機工」により「天然物創薬共同研究講座」が、「大正製薬」により「大正製薬・グロ

ーバル伝統医薬資源開発講座」が設置された。さらに、先にも述べた文部省 地域イノベー

ション・エコシステム形成プログラム「有用植物×創薬システム・インテグレーション拠

点推進事業」が採択された。また、薬学教育部の研究成果を元に２つのベンチャー企業が

立ち上がった。平成 26 年度と比較して共同研究講座が増加したことから、改善、向上して

いる、と判断できる。  
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Ⅳ 国際化の領域に関する自己評価書 
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１． 国際化の目的と特徴  
 熊本大学では、地方に立地する国際的に開かれた国立総合大学としての使命を果たすた

め、本邦での国際化と最先端を行く大学として、広く世界に認められるような国際的存在

感のあるグローバルなアカデミックハブを目指している。具体的には、１）国際的に通用

する人材の育成、２）世界に開かれた知の拠点形成、を基本ポリシーとしている。この方

針に基づき、大学院薬学教育部でも、グローバル化する知識社会の中で薬学を牽引できる

創造的人材や国境を越えて活動･活躍する大学院生、教員を育成･支援することを目的して

いる。  
 
［想定する関係者とその期待］  
 関係者として、大学院生、教員、外国からの留学生、外国の研究者が該当する。 

外国大学との協定・連携の強化、教員や学生の海外派遣の増加、外国留学生、研究者の受

け入れ増加、海外への情報発信の推進が期待されている。 

 

２． 優れた点及び改善を要する点の抽出  
 
【優れた点】  
 薬学教育部は海外の多くの大学と交流協定を結んでいる。大学間交流協定を締結してい

るのは、フィリピン大学ロスバニョス校（フィリピン共和国）、パテイン大学（ミャンマー

連邦共和国）、ラオス国立大学（ラオス人民民主共和国）、ブラパー大学（タイ王国）、イタ

リア国立パドヴァ大学（イタリア共和国）の５校である。また、部局間交流協定を締結し

たのは、ハルツーム大学薬学部(スーダン共和国)、カンボジア国立保健科学大学（カンボ

ジア王国）、国立薬用植物・有用植物研究所（スーダン共和国）、オルドゥ大学（トルコ共

和国）、キリス７アラリック大学（トルコ共和国）、アナドル大学（トルコ共和国）の６校

である。  
 HIGO プログラムにより、バングラディッシュ、フィリピン、ネパール、アメリカ合衆国、

シンガポール、ベトナム、オーストリア、ドイツにおいて海外インターンシップが行われ

た。多彩な体験をした学生が国際的感覚を習得して帰国した学生の満足度は極めて高かっ

た。 

 
【改善を要する点】  
 以前に比べて、国際的な教育研究環境は整備されているが、さらに世界水準以上の国際

交流を展開していくためには、大学間あるいは学部間交流協定数の増加、人的交流の量的・

質的向上、国際的ネットワークへの参画といった従来から行ってきた国際的な教育研究環

境の整備に加えて、新たな取組を模索していく必要がある。  
 
３． 観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  
観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  
（観点に係る状況）  
 薬学教育部博士課程教育リーディングプログラム「グローカルな健康生命科学パイオニ

ア養成プログラム（通称 HIGO）」のウェブページにて「九州という地域性とアジアを俯瞰

する世界観を連結したグローカル社会における課題とニーズを捉え、健康増進と疾病対策

のための最新の知識と技術を有する次代の医療人・専門職業人を養成するプログラム」が

本プログラムの目的であることを明記している（資料 D1-1-1-1）。これは、薬学教育部の

国際化の目的で「国際的に通用する人材の育成」「世界に開かれた知の拠点形成」に合致し
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ている。 

 

（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 薬学教育部の国際化の目的に合致した目的と計画が HIGO プログラムのウェブサイトで

公開されていることから、期待される水準にあると判断した。  
 
資料 D1-1-1-1  HIGO プログラムの概要 

 
（出典：HIGO プログラムウェブサイト） 

 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
 グローバル化する知識社会の中で薬学を牽引できる創造的人材や国境を越えて活動・活

躍する学生、教員を育成・支援するための具体的方針として、海外との大学間・部局間交

流協定を締結している（資料 D1-1-2-1）。平成 27～29 年度に薬学教育部と大学間交流協定

を締結したしたのは、フィリピン大学ロスバニョス校（フィリピン共和国）、パテイン大学

（ミャンマー連邦共和国）、ラオス国立大学（ラオス人民民主共和国）、ブラパー大学（タ

イ王国）、イタリア国立パドヴァ大学（イタリア共和国）の５校である。また、部局間交流

協定を締結したのは、ハルツーム大学薬学部(スーダン共和国)、カンボジア国立保健科学

大学（カンボジア王国）、国立薬用植物・有用植物研究所（スーダン共和国）、オルドゥ大

学（トルコ共和国）、キリス７アラリック大学（トルコ共和国）、アナドル大学（トルコ共

和国）の６校とである 
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資料 D1-1-2-1 他機関と熊本大学薬学部との大学間および部局間交流（平成 27～29 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(出典：熊本大学概要) 

 

また、「国際的活動支援奨学事業」により薬学教育部の学生が海外で研究発表する際に支

援が行われている。（資料 D1-1-2-2）。これは、海外の学会に参加する学生の国際的な視野

と研究・学習能力及び研究意欲を高めることを目的としている。 

 

資料 D1-1-2-2 薬学部･大学院薬学教育部学生に対する国際的活動支援奨学事業 

目的 

熊本大学薬学部・大学院薬学教育部学生の国際的な研究・学習活動へ

の参加機会を広く提供し、参加を支援することによって、参加者の国

際的な視野と研究・学習能力および研究意欲を高める。 

応募資格 
薬学部・大学院薬学教育部博士前期課程及び後期課程学生、博士課程

学生 

奨 学 事 業 の 対象 と なる

国際活動 

（１）海外で行われる国際学会において第一著者として発表 

（２）国際的な調査活動 

（３）国際インターンシップ 

（４）その他、国際的な研究・学習活動 

 海外における国際学会で第一著者として発表することを優先する

が、国際的な調査活動、国際インターンシップ及びその他、国際的な

学習・研究活動を行う場合も対象とする。 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 

 

 日本学術振興会による二国間交流事業オープンパートナーシップとして「トルコ薬用植

物および合成化合物に基づく抗ウイルス宿主因子誘導剤の開発」が平成 28 年度に採択さ

れ、共同研究および人的交流が行われている  

大学間交流協定 部局間交流協定 

H27.10.20 フィリピン大学ロスバニ

ョス校 

H26．10.23 

 

ケラニヤ大学ガンパハ  ヴ

イッカラーマッチ  アーユ

ルヴエーダ研究所 (スリラ

ンカ民主社会主義共和国) 

 

H28.2.29 

ハルツーム大学薬学部 

(スーダン共和国) 

H28.2.10 パテイン大学（ミャンマ

ー連邦共和国） 

H28.12.29 カンボジア国立保健科学大

学 

 

H28.6.30 ラオス国立大学 H29.5.14 国立薬用植物・有用植物研

究所 

（スーダン共和国） 

H29.8.4 ブラパー大学（タイ王国） H29.5.17 オルドゥ大学 

（トルコ共和国） 

H30.6.22 イタリア国立パドヴァ大

学(イタリア共和国) 

H29.6.1 

 

キリス７アラリック大学 

（トルコ共和国） 

H29.9.14 アナドル大学 

（トルコ共和国） 
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 また、HIGO プログラムでは、国際化の目的に向けたカリキュラムに従って、グローバ

ル化する知識社会の中で薬学を牽引できる創造的人材が養成されていることが期待されて

いる。（資料 D1-1-2-4）。 

 

資料 D1-1-2-4 HIGO プログラムのカリキュラム  

 
（出典：HIGO プログラムウェブサイト）  

 
（水準）  
 期待される水準にある。 

 

（判断理由）  
 多くの海外機関と協力協定を締結した。また、「グローカルな健康生命科学パイオニア

養成プログラム HIGO（HIGO プログラム）」で様々な海外インターンシップが行われた。以

上から、期待される水準にあると判断した。  
 
観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。 

（観点に係る状況）  
 海外からの大学院薬学教育部への留学生は平成 27 年度 9 名、28 年度 9 名、29 年度 2 名、

と活発であり、国籍もスーダン、フィリピン、中国、ミャンマー、アルメニア、イラク、

バングラディッシュ、ネパール、エジプトと多岐にわたっている（資料 D1-3-1）。 

 大学院薬学教育部からの学生海外派遣、国際会議での発表も活発である。本学の「国際

的活動支援奨学事業」により、学部学生も海外での国際学会に参加する機会が増え、国際

的に通用する英語力を身につける動機付けになっている。資金が減額されているため対象

学生数は若干低下する傾向があるものの、フィンランド、タイ、オランダ、アメリカ、シ

ンガポールなどで開催された国際学会に学部学生が平成 27～29 年度だけでも計 6 名が参

加している（資料 D1-1-3-2） 

 それ以外にも、国際学会奨学金制度を利用せずに平成 27～29 年度に計 20 名が国際学会

出席等のために海外派遣されている（資料 D1-1-3-3）。 

 
資料 D1-1-3-1  大学院薬学教育部への留学生  

入学年度 
所属 

奨学金種類 性別 国籍 小計(人) 合計(人) 
学科・課程  専攻 

26 年度 研究生（博士）   国費 男 スーダン 1  8  
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博士前期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 
私費 女 中国 1  

博士後期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 

外国政府 男 インドネシア 1  

私費 女 エジプト 1  

外国政府 男 エジプト 1  

国費 男 エジプト 1  

博士課程 医療薬学専攻 
私費 女 エジプト 1  

私費 女 バングラディッシュ 1  

27 年度 

博士後期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 

国費 男 スーダン 1  

9  

国費 男 フィリピン 1  

私費 女 ネパール 1  

私費 男 フィリピン 1  

私費 男 ネパール 1  

博士課程 医療薬学専攻 

私費 女 ミャンマー 1  

私費 男 ネパール 1  

私費 男 エジプト 1  

私費 女 バングラディッシュ 1  

28 年度 

研究生（博士）   私費 男 中国 1  

9  

博士前期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 

私費 女 アルメニア 1  

私費 男 中国 1  

国費 女 イラク 1  

博士後期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 

私費 女 中国 1  

私費 女 スーダン 1  

博士課程 医療薬学専攻 
私費 女 バングラディッシュ 1  

私費 男 バングラディッシュ 2  

29 年度 

博士前期課程 
創薬・生命薬

科学専攻 
私費 男 中国 2  

2  
博士後期課程   ｰ ｰ ｰ ｰ 0 

博士課程   ｰ ｰ ｰ ｰ 0 

（出典：薬学部事務関係資料）  
 

資料 D1-1-3-2 国際学会奨学金制度の対象学部学生数および渡航国 

年度 H26 H27 H28 H29 

対 象 学 部 学

生数（名） 
1 2 2 2 

渡航国 フィンランド タイ、オランダ アメリカ シンガポール 

                  （出典：薬学部事務関係資料） 

 

資料 D1-1-3-3  薬学教育部からの学生海外派遣、国際会議での発表 

年度 H26 H27 H28 H29 

対 象 学 部 学 5 6 5 9 
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生数（名） 

渡航国 カナダ、アメリ

カ、スペイン、

フィリピン 

アメリカ、スペ

イン、ハンガリ

ー 

アメリカ アメリカ、オー

ストラリア 

                 （出典：薬学部事務関係資料） 

 また、HIGO プログラムにより、バングラディッシュ、フィリピン、ネパール、アメリカ

合衆国シンガポール、ベトナム、オーストリア、ドイツにおいて海外インターンシップが

行われた。多彩な体験をした学生が国際的感覚を習得して帰国した学生の感想を聞くと、

「現地の若者から活力をもらった」「負けていられないと思った」など、肯定的な意見ばか

りで、参加した学生の満足度は極めて高いことが伺われる(D1-1-3-4)。 

 

資料 D1-1-3-4  HIGO プログラムの海外インターンシップの例  

 
 

（出典：HIGO プログラムパンフレット）  
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 外国から大学院薬学教育部に受け入れた留学生数は一定水準を維持している。HIGO プロ

グラム海外インターンシップでは研修効果、参加者の満足度、充実度が高かった。よって

期待される水準にあると判断される。  
 
観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
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 国際的な教育研究環境は整備されているが、さらに世界水準以上の国際交流を展開して

いくためには、大学間あるいは学部間交流協定数の増加、人的交流の量的・質的向上、国

際的ネットワークへの参画といった従来から行ってきた国際的な教育研究環境の整備が必

要である。新しい取組として、ウェスタンケープ大学（南アフリカ共和国）およびジョー

ジア州立大学（アメリカ合衆国）との部局間交流協定を締結予定である。今後、さらに多

くの取り組みを模索する必要がある。 

 
（水準）  
 期待される水準にある。  
 
（判断理由）  
 他大学との部局間交流協定が締結予定であることから、期待される水準にあると判断し

た。 

 

４． 質の向上度の分析及び判定  
 
分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  
 
（記述及び理由） 

 質を維持している。  
 
 薬学教育部は海外の多くの大学と交流協定を結んでいる。大学間交流協定を締結してい

るのは、フィリピン大学ロスバニョス校（フィリピン共和国）、パテイン大学（ミャンマー

連邦共和国）、ラオス国立大学（ラオス人民民主共和国）、ブラパー大学（タイ王国）、イタ

リア国立パドヴァ大学（イタリア共和国）の５校である（平成 24～26 年度は４校）。また、

部局間交流協定を締結したのは、ハルツーム大学薬学部(スーダン共和国)、カンボジア国

立保健科学大学（カンボジア王国）、国立薬用植物・有用植物研究所（スーダン共和国）、

オルドゥ大学（トルコ共和国）、キリス７アラリック大学（トルコ共和国）、アナドル大学

（トルコ共和国）の６校である（平成 24～26 年度は７校）。また、国際的活動支援奨学事

業等による海外の学会参加や HIGO プログラムによる海外研修もその規模を記事した。  
 従って、国際化に向けた活動は、平成 24～26 年度と同水準であることから、「質を維持

している」と判断される。 
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Ⅴ 管理運営に関する自己評価書 
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１．管理運営の目的と特徴  
薬学教育部の管理運営の目的は、教育、研究、社会貢献、国際化、男女共同参画等に関

する意思決定を戦略的かつ自律的に行い、保有する人材、施設･設備、資金を効果的に活用

して決定したことを確実かつ迅速に執行することである。 

薬学教育部では管理運営組織として運営会議及び薬学教育部教授会を設置し、教育部長

のリーダーシップにより機動的、戦略的な教育部運営を推進する体制を整備している。 

本教育部の管理運営の特徴は以下のとおりである。 

・ ２年制の博士前期課程、３年制の博士後期課程、４年制の博士課程という、修業年限

の異なる３課程の教育を並行して行い、かつ、博士後期課程で実務実習等の手配が必

要となる場合がある等、教務面での配慮が必要であることが、管理運営の特徴である。 

・ 学生の男女比がほぼ同数であり、男女共同参画が重要であること。 

本学は平成 19 年度、26 年度に組織評価による自己点検評価を行っている。また、平成

21 年度、27 年度に（独）大学評価・学位授与機構が実施する大学機関別認証評価を受検し、

「大学設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位授与機構が定める大学評価基

準を満たしている」との評価を受けている。 

 
［想定する関係者とその期待］  

受験生及び在学生からは、創薬･育薬を担う研究者養成に加えて、教員からは、研究及び

教育に専念できる環境及び安定した管理運営経費の提供が期待されている。また、卒業生

や学生の就職先企業からも、継続して、優秀な人材の輩出が期待されている。 

地域社会に対しては、薬用資源エコフロンティアセンター（旧薬用植物園）及び熊薬ミ

ュージアムを一般公開することにより、教育･研究の広報に努めている。また、キャンパス

施設は地震等の非常災害時に地域の避難所として期待されている。 

 このような多くの関係者の期待に応え、教育･研究を推進させるために、日々、管理運営

の充実に力を入れている。 

 
２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
 
【優れた点】  
・ 管理運営のための組織として薬学教育部教授会、運営会議、全学委員会、薬学教育部内

委員会が組織されよく機能している。 

・ 教職員からの意見要望等については、適切に対応されており、学生からの大学への意見

要望等についても管理運営に反映されている。 

・ 講習、研修により教職員の管理運営に関する資質向上が図られている。 

・ 本学のウェブサイトにおいて、教育研究活動等については周知しており、熊薬ものがた

りやニュースレター等の刊行物の発信などにより、教育情報の公表を適切に行ってい

る。 

・ 教育研究環境整備のため文部科学省地域科学技術実証拠点事業による研究棟新営工事

を行っている。 

・ ICT 環境への配慮及び整備が十分になされている。 

 
【改善を要する点】  
・ 薬学系の事務組織が大江地区（薬学系事務）と本荘地区に分離しており、現在、会計業

務を２地区で実施している。このことが、業務上不効率な面がある。 
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３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること  
観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  
（観点に係る状況）  

薬学教育部では教授会を組織し、管理運営のための重要事項の協議を行う。また、教育

部長、副教育部長らと運営会議を組織し、薬学教育部の管理運営に関する事項を審議する。

薬学部･薬学教育部の構成員は、全学委員会及び教育部内委員会を設置し、教育部の運営を

支援する体制を整備している（資料 E1-1-1-1）。なお、大江地区と本荘地区の団地が離れ

た２地区で会計業務を実施していることが、書類送付、調整業務等不効率な面がある（資

料 E1-1-1-2）。 

また、衛生管理者による職場巡回を月１回実施しており、指摘を受けた改善事項につい

ては適正に改善を行い、安全衛生委員会に報告している。なお、危機管理に係る組織的対

応として、研究費の不正防止については「国立大学法人熊本大学における競争的資金等の

管理等に関する規則」に基づき実施している。 

 

資料 E1-1-1-1 薬学教育部組織図 

 

 
（出典：薬学教育部事務関係資料） 
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資料 E1-1-1-2 薬学系事務組織、薬学部位置図（大江地区） 

 

（出典：薬学部･薬学教育部運営会議資料） 

薬学系の事務組織が薬学教育部の教授会の事務支援を行っている。 

また、危機管理等に係る体制については、平日及び休日等の緊急連絡網（資料 E1-1-1-

3）を整備し、大江地区の消防団（資料 E1-1-1-4）を組織しており、年に１回、消防署立会

いの基に消防訓練を実施している。また体育館を避難所として用いることができるようシ

ャワー室、食料備蓄倉庫を整備した。この危機管理体制が平成 28 年の熊本地震の際には効

を奏し、薬学部の教職員と学生で大江キャンパス内の体育館、宮本記念館、蕃滋館を避難

所として自主運営し、地域住民に開放した（資料 E1-1-1-5）。 
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資料 E1-1-1-3 災害発生時における緊急連絡網 

 

 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 
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資料 E1-1-1-4 熊本大学消防団大江地区分団表 

 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 
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資料 E1-1-1-5 平成 28 年熊本地震に際し大江キャンパス内に自主運営し市民に開放した

避難所 

 
（出典：熊薬同窓会会報 第 66 号 平成 28 年６月 16 日発行）  

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 薬学教育部では教授会、運営会議、全学委員会及び教育部内委員会を設置しており、機

動的な教育部運営を推進する体制が整っている。事務組織も担当する委員会と連携し、管

理運営及び教育研究等の支援を行っている。よって、管理運営のための組織は、教育部の

目的の達成に向けて支援するという任務を果たす上で、適切な規模と機能を持っている。
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ただし、大江地区と本荘地区の２地区で会計業務を実施していることが不効率な面がある。 

 熊本地震に際して危機管理体制が効率的に機能し、キャンパス内に地域住民のための避

難所を運営した。  
 
観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  
（観点に係る状況）  

月１回の教授会（定例）（講師以上）の他に、教授会終了後に教授懇談会、教員会議（助

教も出席）を適宜開催することにより、構成員の管理運営に関する意見やニーズを把握し、

適切な形で管理運営に反映させている。たとえば、薬学部の将来構想である「自然共生型

産業イノベーションセンター」の設置とセンターを活用した研究や地域企業との連携、お

よび、有用植物ライブラリーを最大限に活用した高品質な有用植物の安定生産実施や高品

質有用植物の安定供給や革新的医薬品の創出の実現のための「有用植物×創薬システムイ

ンテグレーション拠点推進事業」について、教員会議でも説明を行っている。 

また、学長と学生代表との懇談会が毎年開催され、薬学部学生も参加して意見交換を行

うことにより学生の声を聴取し、管理運営に反映させている。意見･改善状況等については、

ウェブサイトで公開し、学生生活の充実を図っている（資料 E1-1-2-1）。 

なお、学外については、薬学実務実習を実施いただいている調剤薬局や病院薬剤部の先

生方と、年に１回実務実習成果発表会及び実務実習交流会を開催し、情報交換を行い、薬

学部の教育改善や管理運営に適切に反映させている。 

 

資料 E1-1-2-1 学長と学生代表との懇談会での薬学部学生からの要望事項 

年度 事項 要望の内容 改善状況（大学からの回答） 

26 

  

  

  

  

施設 グランドが狭いので広く

して欲しい。 

現在の敷地では、広くするのは難しい状況です。ま

た、敷地を広くするための学内経費の確保は困難な

状況です。 

福利厚生 学食を広くして欲しい。 建物の構造上の点から、増築は難しいところです。

収容人員を増やす方策（机・椅子の変更等）を生協

と今後検討していきます。 

留学 留学する機会を増やして

欲しい。 

海外語学セミナーのプログラム数を増やし、留学の

機会を増加する予定です。 

また、みなさんの留学先と海外協定校の充実に取り

組んで行きます。海外留学支援制度（1 年以内の短

期派遣）にも積極的に応募して外部からの奨学金獲

得に努めるとともに、平成 17 年度より国際学会、

海外での調査活動、研修など学生のみなさんの国際

的な学習・研究活動への参加を支援する国際奨学事

業を実施していますので、積極的に活用し、留学の

機会が得られることを期待します。 

駐輪場 駐輪場が少ないので拡張

して欲しい。 

現在、屋根付きの駐輪場が 6 箇所と屋外に 1 箇所駐

輪場があり、さらに臨時の駐輪場 3 箇所設置してい

ます。調査したところまだ臨時の駐輪場に余裕があ

るので、駐輪場の周知を行い、それでも足りない場

合は、大江地区交通対策部会で検討を行います。 

図書館 薬学部図書館の開館時間

を延長して欲しい。 

薬学部分館においては、3 年生以上は、「24 時間利

用」が出来ます。「24 時間利用」の対象となって

いない利用者についてどうするかは、今後の課題と

して検討していきます。 
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27 

  

  

  

  

  

情報関連 情報などの課題が学内パ

ソコンじゃないと提出で

きないので、学外でも提

出できるようにしてほし

い。 

課題の提出を全学 LMS の Moodle を利用されていれ

ば、学外からの提出も可能です。 

情報関連 学校の無線 LAN にログイ

ンできない。 

無線 LAN が安定しないこ

とが多く、携帯からポー 

タルに入りにくい。 

古い認証装置は、性能が悪いため新しい認証装置の

利用をお勧めしています。熊大ポータルの 2014 年

9 月 29 日のお知らせ「全学無線 LAN 用の新しい認

証装置の運用を開始しました。新しい認証装置 を

利用するための暗号化パスワード等を掲載しま

す。」をご参照ください。また、新しい認証装置も

2015 年 11 月 25 日に２台構成に変更しましたの

で、それ以降は安定性がさらに増しています。 

非常変災 特別警報が出た時の休講

連絡を、大学全体で統一

して欲しい。講義がある

場合は早目に大学メール

などで知らせてほしい。 

非常変災の情報発信については、スケジュール・掲

示板システム及び本学 HP の利活用による迅速な連 

絡体制の整備に努めているところです。 

食堂等 食堂が狭い、汚い、何よ

り回転が悪い、メニュー

も本学より少ない、これ

らを改善して欲しいで

す。本学のように外で学

食を食べれるようにして

ほしい。食堂があいてい

る時間が短すぎる。ま

た、土曜日もあけてほし

い。食堂にもパンをおい

てほしい。食堂を大きく

してほしい。メニューを

増やしてほしい。 

利用者のニーズを確認しながら、大学と生協で検討

し、善処していきたいと思います。しかしながら、

施設スペースや、人件費が伴う案件については、難

しい問題であることをご理解ください。 

設備等 トイレが臭うのできれい

にしてほしいで 

す。 

全学のトイレを調査し、老朽化や利用状況等に応じ

て順次改修を実施しています。薬学部のトイレも現

地を再確認し、状況に応じて対応します。 

図書館 図書館をもっと遅くまで

あけていてほしい。 

開館時間については、上記のとおり利用の状況や利

用者（学生等）及び職員の帰路の交通手段並びに 

安全面等を総合的に勘案して図書館運営委員会で決

定されています。 

 薬学部分館については、３年生から登録制により

24 時間利用が可能であり、薬学部の先生方も現在

の開館方法について妥当との認識をお持ちです。 

 本件についても、上記専門委員会において現状を

把握した上で検討したいと考えています。 

28 

  

  

  

食堂等 薬学部生協（食堂含

む。）の営業時間の延長 

営業時間延長については要望を生協へ伝えますが、

現状として採算等を勘案した結果、非常に厳しい状

況にあります。 

施設等 薬学部グランドの整備

（水はけ等） 

現状では学内経費の確保が困難な状況です。 

施設等 トイレの環境整備（洋式

設備等の増設） 

予算の確保ができ次第、トイレの環境整備を行う予

定です。 

施設等 駐輪場の増設、環境整備 予算の確保ができ次第、駐輪場の増設及び環境整備

を順次行っていく予定です。 
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29 

  

  

  

  

教育 試験の答案を返却しない

先生が多いので返却して

ほしい。 

全学の教務委員会で決定した「厳格で適正な成績評

価の基本的な考え方について」では、答案は採点基

準を添えて学生に返却するよう努めるものとすると

しております。各教員に周知しているところです

が、機会を通じ周知を図るようにつとめていきま

す。 

施設等 土日も PC 室を開けてほ

しい、長く開けてほし

い。 

現在、月から土曜日の７時から２２時まで開放して

います。施設の管理の面からもこれ以上の開放時間

の延長は難しい状況です。 

食堂等 食堂及び売店の空いてい

る時間を長くしてほし

い。 

昨年も同じ意見・要望等があり、現状としては、キ

ャンパスの学生数が限られ、採算等を勘案した結

果、厳しい状況にあります。蕃慈館（食堂・売店） 

がオープンした 20 年以上前に夕食を提供していた

時期があり、先生方からも利用を呼び掛けていただ

きましたが利用者が非常に少なく、夕食の提供を停

止した経緯があります。当時と比較しても夕方から

夜間の研究室への滞在数が増えているとは判断でき

ず、昼食のみの提供とさせていただいていることを

ご理解ください。（食堂:平日 11:30～13:30､ｼｮｯ

ﾌﾟ:9:30～18:30） 

駐車場等 屋根付き駐輪場の追加を

してほしい。 

不足している駐輪場については、現在学部予算で屋

根なしではあるが整備予定です。また、老朽化した

屋根付き駐輪場については、予算要求しています

が、現有の屋根なし駐輪場については、学部予算で

の対応が困難であり、今後の予算要求を検討中で

す。 

図書館 図書館を長く開けてほし

い。 

開館時間については、上記のとおり利用の状況や利

用者（学生等）及び職員の帰路の交通手段並びに安

全面等を総合的に勘案して図書館運営委員会で決定

されています。 

また、延長するに当たっては、人件費や光熱水費等

の負担といった財政上の問題についても検討が必要

です。 

なお、２７年度から図書館運営委員会の下に「附属

図書館の利活用に関する専門委員会」を設置し、各

学部等から学生委員も参加して頂き学生からの意

見・要望を聴き検討しています。 

なお、薬学部分館については、３年生から登録制に

より 24 時間利用が可能です。 

 

（出典：熊本大学ウェブサイト、薬学教育部事務関係資料） 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

 

（判断理由） 

教員会議を適宜開催することにより、教職員からの意見要望等について適切に対応され

ており、学生からの大学への意見要望等についても管理運営に反映させている。 

 
観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研

修等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 
（観点に係る状況）  
大学において開催される各種講習会及び研修会等に、事務職員を参加させ資質の向上を図
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っている（資料 E1-1-3-1）。 

 また、以下の研修以外では、情報セキュリティ研修、ハラスメント対応研修、科研費獲

得研修及び人事評価者研修等に出席している。 

 

資料 E1-1-3-1 薬学事務職員が、平成 22 年度～25 年度に受講した主な研修等 

年度 研修内容 

平成 26 年度 

労務関係実務担当者研修 

共通スキル育成研修 

職群固有スキル研修 

職員人事評価者研修 

新規採用事務職員研修 

勤務時間に関する研修 

第 52 回政府関係法人事務職員研修 

平成 27 年度 

共通スキル育成研修 

九州地区国立大学法人等技術専門職員・中堅技術職員研修 

教職員 Web サイトシステム活用法研修 

採用 2 年次事務員フォローアップ研修 

職員人事評価者研修 

平成 28 年度 

採用 3 年次事務員フォローアップ研修 

労務関係実務担当者研修 

情報セキュリティ（事務部門指導者コース）研修 

平成 29 年度 

情報システム統一研修 

採用 3 年次事務員フォローアップ研修 

労務関係実務担当者研修 

科研費執行及び不正使用に係る研修 

共通スキル育成研修 

職群固有スキル研修 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

 

（判断理由） 

 大学としては、管理運営に係る講習会や研修を実施し、教職員においては、それぞれに

担当するこれらの講習会及び研修会に出席することにより、管理運営に関する資質の向上

を図ることができ、その成果を実務に活かしている。 
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分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに継続

的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料・データ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。  
（観点に係る状況）  

全学には大学評価会議等が設置され、本教育部の教員も委員として参加している。現在、

「熊本大学における教員の個人活動評価指針」及び「熊本大学における教員の個人活動評

価実施要項」に基づき、資料データを収集し、平成 19 年度、26 年度に、薬学教育部の活

動の総合的な状況についての自己点検･評価（組織評価）を行った（資料 E1-2-1-1）。 

 

資料 E1-2-1-1 薬学教育部自己評価書の内容 

 

（出典：平成 26 年 9 月 30 日 薬学教育部自己評価書） 

  

（水準） 

期待される水準にある。 

 

（判断理由） 

全学の大学評価会議等にも本教育部から委員を出し、客観的な評価が実施されるように

体制の整備を行っている。また、本教育部では目標･評価委員会を設置し、自己点検のため

の PDCA サイクルが実行される体制が構築されている。 

 
 
 



熊本大学大学院薬学教育部 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

89 
 

観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われ

ているか。  
（観点に係る状況）  

平成 21 年度、27 年度に大学評価・学位授与機構の大学機関別認証評価を受検し、「大学

設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位授与機構が定める大学評価基準を満

たしている」との評価を受けている。 

  

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

薬学教育部では IR 委員会を設置し、外部審査委員よる評価結果に基づき、自己点検のた

めの PDCA サイクルが実行される体制が構築されている。 

 
観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
外部評価の評価結果について、各評価項目の改善事項を IR 委員会が教職員、学生にフィ

ードバックし、FD 委員会が改善のための FD を行い、また対応する各委員会が改善事項に

対応する PDCA 回路が機能し、改善計画書が作られている（資料 E1-2-3-1、資料 E1-2-3-

2）。 

 

資料 E1-2-3-1 評価結果のフィードバックと改善  

 

          （出典：薬学教育部事務関係資料） 
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資料 E1-2-3-2 薬学教育部改善計画書 

 

（出典：薬学教育部改善計画書） 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

内部評価、外部評価の結果のフィードバックを受けて改善事項に対応する PDCA サイク

ルが機能し、改善計画書が作られ改善を実施している。  
 
分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任

が果たされていること。（教育情報の公表）  
観点 目的（学士課程であれば学部、学科または課程ごと、大学院であれば研究科また

は専攻等ごとを含む。）が適切に公表されるとともに、構成員（教職員及び学生）に周知

されているか。  
（観点に係る状況）  
 
熊本大学ホームページ及び薬学部ホームページや入試関係資料等の配布により適切に公表

し、構成員に周知している（資料 E1-3-1-1）。 
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資料 E1-3-1-1 薬学教育部の目的 

 
（出典：熊本大学ウェブサイト） 

  

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 目的については、ウェブサイト等に適切に公表されており、構成員（教職員及び学生）

に周知されている。 

 
 
観点 入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針及び学位授与方針が適切に公表・周

知されているか。  
（観点に係る状況）  
薬学部ウェブサイト及び入試広報等によりアドミッションポリシー等を公表･周知してい

る （資料 E1-3-2-1）。 

 

資料 E1-3-2-1 薬学教育部のアドミッションポリシー等 
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（出典：熊本大学薬学部ウェブサイト） 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 薬学教育部のウェブサイトや広報誌により、適切に広報･周知されている。 

 
観点 教育研究活動等についての情報（学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項

を含む。）が公表されているか。  
（観点に係る状況）  

ウェブサイト及び入試広報等により教育研究活動等についての情報を公表している（資

料 E1-3-3-1）。 
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資料 E1-3-3-1 熊本大学ウェブサイト公表資料                                 

学校教育法施行規則 

（昭和二十二年五月二十三日文部省令第十一号） 

最終改正：平成二六年一月一四日文部科学省令第二号 

 

第四節 認証評価その他 

 

第百七十二条の二  大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況についての情報を公表するものと

する。  

一  大学の教育研究上の目的に関すること  

二  教育研究上の基本組織に関すること  

三  教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること  

四  入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了し

た者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること  

五  授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること  

六  学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たつての基準に関すること  

七  校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること  

八  授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること  

九  大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること  

２  大学は、前項各号に掲げる事項のほか、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力

に関する情報を積極的に公表するよう努めるものとする。  

３  第一項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上で、刊行物への掲載、インターネ

ットの利用その他広く周知を図ることができる方法によつて行うものとする。 

 

                                                       （出典：学校教育施行規則） 

 

薬学教育部では、ウェブサイトに加え、薬学分野の研究を網羅的に紹介する著書「熊薬

ものがたり」の出版や最新の研究活動を紹介するニュースレターを発行し、情報発信に務

めている（前掲資料 I-10）。 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 薬学教育部ウェブサイトで、適切に公表されている。 
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分析項目Ⅵ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用されて

いること。（施設・設備） 
 
観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されているか。

また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、それぞれ配慮が

なされているか。 
（観点に係る状況） 

大江（薬学部）キャンパスでは、51,264 m2 の校地面積がある。北地区に講義室、実験研究棟、

総合研究棟、共同実験棟、機器分析施設、附属育薬フロンティアセンター、RI 施設、動物舎、薬

草園管理舎、標本園、樹木園、第１温室、第２温室、温室機械室、薬草園作業場、堆肥舎、危険

薬品庫、宮本記念館、薬学部資料館、蕃滋館、体育館を有している。南地区に運動場及びテニス

コート、標本園、薬草園、圃場 を有している（資料 E1-4-1-1、E1-4-1-2）。本部局では平成 28 年

度文部科学省地域科学技術実証拠点整備事業に採択になった「自然共生型産業イノベーションセ

ンター」で５階建ての研究棟を東門近く機器分析施設隣接の区画に建設中である（資料 E1-4-1-

3）。落成後は文部科学省地域イノベーション・エコシステム形成プログラム平成 29 年採択「有用

植物×創薬システムインテグレーション拠点推進事業」の拠点として活用する（資料 E1-4-1-4）。 

 第１講義室、第２講義室、第３講義室、第４講義室、第５講義室、多目的ホール（総合研究棟

３階）が講義に用いられる。 

 第一学生実習室は、有機系、物理系実習に、実習室は生物系、臨床系実習に年間を通して利用

されている。パソコン実習室は情報処理実習に用いられる他、平日の７時～22 時の間カードキー

で入室することができ、学生の利用に供されている。 

 実験研究棟、総合研究棟は各研究室の実験室、測定室、教員室、ゼミ室などに用いられている。

機器分析施設には元素分析装置、Ｘ線結晶解析装置、核磁気共鳴装置、電子スピン共鳴装置、 

質量分析装置等の機器が設置され、研究、教育のために用いられている。 

耐震基準は、大江キャンパス内の全ての建造物が基準を満たしている。体育館は、災害避難場

所に指定され、非常用食糧･飲料水･発電機など必要な機能を備えている。 

 バリアフリー化を複数の施設で進めている。講義室建物入口、Ａ棟正面玄関、Ｄ棟Ｅ棟出入口、

蕃滋館、体育館には車椅子利用可能なようにスロープが設置されており、また、講義室建物、総

合研究棟、宮本記念館･体育館にはバリアフリートイレが設置されている。利用頻度の高い場所か

ら積極的なバリアフリー化を進めている。 

 安全･防犯面について、全ての出入口にシリンダー錠もしくはキー入力錠を設置し、夜間や休日

の部外者立ち入りを制限している。また、北地区内の全域に外灯を設置し、夜間照明を確保して

いる。さらに、警備員が巡回し、不審者の侵入等に関して警戒態勢を敷いている。 
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資料 E1-4-1-1 大江団地（北地区）配置図 

 

   （出典：施設関係図面）       

 

 

資料 E1-4-1-2 大江団地（南地区）配置図 

 

                         （出典：施設関係図面） 
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資料 E1-4-1-3 平成 28 年度文部科学省地域科学技術実証拠点事業採択「自然共生型産業

イノベーションセンター」 

 

 

 

（出典：文部科学省ウェブサイト） 

（http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/chiiki/seibi/__icsFiles/afieldfile/2016/12

/28/1380937_01.pdf） 

 

 

資料 E1-4-1-4 平成 29 年度文部科学省地域イノベーション・エコシステム形成プログラ

ム採択「有用植物×創薬システムインテグレーション拠点推進事業」 

 
（出典：熊本大学薬学部ウェブサイト） 
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（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 大江キャンパスには、教育研究を行うために講義室、自習室及び図書館等十分な施設が

整っている。文部科学省地域科学技術実証拠点事業および文部科学省地域イノベーション・

エコシステム形成プログラムに２年連続で採択になり研究棟新営工事を行っている。 

 また、耐震基準をキャンパス内の全ての建造物が満たし、安全･防犯面も不審者の侵入を

防ぐ配慮がなされている。 

 
 
観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。  
（観点に係る状況）  

施設･整備面においては、大江地区の全ての建物には有線･無線 LAN が設置されており、

研究室、講義室などのどこからでも学内 LAN（KUIC）に接続することが可能である。有線

LAN 使用時の IP アドレスについては、各研究室に管理責任者を置いた上で、図書委員会情

報部会で総合管理している。使用 IP アドレス、機器設置場所などを把握してセキュリティ

管理を行い、ウイルス感染などのトラブル時には迅速に対応できる体制を整えている。 

 授業内外で学生が利用可能なパソコンは、パソコン室に 100 台、図書館薬学部分館に 15

台あり、学生個人の ID でログインすることにより、どのパソコンでも同じ環境で使用出来

るシステムが稼働している。パソコン室では、40 台については、月〜土曜日の 7：00〜22：

00 の時間帯で開放しており、学生証認証で入室することで自由に使うことが可能である。   

 2017 年度のパソコン室での PC へのログイン数は、1,000 を超えている月も多く、利用頻

度はかなり高いと言える（資料 E1-4-2-1）。 

 

資料 E1-4-2-1 2017 年度パソコン利用実績 

 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  １０月  １１月  １２月  １月  ２月  ３月  

1,609 1,509 2,107 1,400 898 508 1,275 886 823 822 435 175 

 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 

 

学習支援として利用可能なシステムは、全学的に導入されている WebCT, Moodle の他、

独自開発した e-Portfolio システムがあり、かなりの高頻度で使用されている（資料 Z4-

2-2）。 

 

資料 E1-4-2-2 e-Portfolio システム 2017 利用実績 

  

レポート数 

（下書き含

む） 

レポート数 

（下書き除

く） 

コメント総

数 

コメント数 

（教員） 

コメント数 

（学生） 

コメント数 

（実習先） 

2017 年 4 月 199 196 27 24 1 2 

2017 年 5 月 264 261 138 27 14 97 

2017 年 6 月 1,910 1,906 881 294 28 559 

2017 年 7 月 1,717 1,715 576 223 9 344 

2017 年 8 月 414 414 204 192 9 3 

2017 年 9 月 853 850 375 105 1 269 
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2017 年 10

月  
1,480 1,465 306 87 4 215 

2017 年 11

月  
703 699 170 37 1 132 

2017 年 12

月  
142 141 96 93 3 0 

2018 年 1 月 36 35 33 32 1 0 

2018 年 2 月 61 61 43 41 2 0 

2018 年 3 月 5 5 0 0 0 0 

計  7,784 7,748 2,849 1,155 73 1,621 

（出典：薬学教育部事務関係資料） 

 

 WebCT については、科目登録されているものについては自動的に設置されているが、薬

学教育部においては利用実績も高く、大学院科目として 26 の科目において実際に利用さ

れている。 

 また、学部等科目については、学生の利用時間を積算したところ、延べ時間が 100 時間

を超える科目が 19 あり、そのうちの２科目は、1000 時間を超えており、学生１人あたり

に換算しても 10 時間程度と、かなりの活用度であると判断できる。教育部として e-

learning の利用を推奨していることの結果であると考えられるが、今後益々の利用拡大を

検討し、全ての科目での e-learning 利用を目指すべきところである。 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 全学的に導入されている WebCT, Moodle の他、独自開発した e-Portfolio システム等、

教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている。 

 
観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資

料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  
（観点に係る状況）  

薬学部図書分館は、１階書庫と２階閲覧室に 58 席の閲覧座席、インターネット･パソコ

ン席 15 席を備えている。開架図書 39,374 冊、内国雑誌 588 種、外国雑誌 444 種と、30 点

の視聴覚教材を有し、職員３名により運営されている。 

 電子ジャーナルは、全学で契約しており、17,031 種類が薬学部分館のパソコン席からア

クセス可能となっている。 

 貸出図書数と文献相互依頼の利用者数は以下（資料 E1-4-3-1）のとおりで、資料の電子

化が反映されているため、貸出数は減少しているが、相互利用は大きな変動はない。 

 入館者数の推移は、以下（資料 E1-4-3-2）のとおりで、年度を追うごとに減少している

のは、電子ジャーナルの普及により図書館に入館しなくても資料にアクセスできる現状を

反映しているためである。平成 28 年度の月別の入館者数（資料 E1-4-3-2）を見ると、８

月と１月にピークがある。これは、８月の大学院入試と３月の薬剤師国家試験に備えて学

部生が勉強しているためであり、閲覧室が有効に活用されていること分かる。 

 館内には、希望図書申込書が設置されており、学生が希望する図書を購入されるシステ

ムになっており、利用者の要望に対し、適切に対応できる体制ができている。 
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資料 E1-4-3-1 図書利用状況 

 

年度 2014 2015 2016 2017 

受入図書数

（冊） 
109 148 89 230 

貸出図書数

（冊） 
643 508 453 395 

複写依頼（件） 323 175 96 44 

複写受付（件） 120 94 48 77 

延入館者数

（人） 
42,783 37,365 34,894 33,621 

               （出典：附属図書館関係資料） 

 

資料 E1-4-3-2 月別入館者数（人） 

 

平成 28 年度 

４月 5 月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

920 1,198 1,633 1,847 4,425 1,942 2,004 3,390 4,004 6,616 5,740 1,175 34,894 

平成 29 年度 

４月 5 月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

1,616 2,276 3,036 2,820 2,771 1,250 1,837 2,769 4,031 5,763 4,362 1,090 33,621 

（出典：附属図書館関係資料） 

 

（水準） 

 期待される水準にある。 

（判断理由） 

 教職員や学生により有効に活用されるシステムが整備されている。また、各種資料から、

図書･電子媒体が頻繁に利用され、閲覧室が有効に活用されている。さらに、利用する学生

の要望に適切な対応が行われている。 

 
観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  

（観点に係る状況）  
学生の自主学習を円滑に進めるため、附属図書館薬学部分館に自習のできる机が設置さ

れ、最大 58 名の利用が可能である。また、インターネットに接続した情報検索用のパソコ

ンが 15 台設置されている。書籍数は薬学部分館だけで約３万８千冊に及んでいる。土日祝

祭日の開館及び大学院生に対しては図書館の 24 時間利用など、利用時間の延長を行って

いる。 

学生のニーズは、学生委員会及び教育委員会と学生自治会との話し合いにより把握して

いる。 

 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

自主学習環境の整備については、学生からの要望を汲み上げており、学長と学生代表と

の懇談会で要望があった附属図書館薬学部分館の個別閲覧机の増設を実施している。また、

時間の延長等、要望に応じて変化させてきており、十分に整備されている。 
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４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１）分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  
 
 （記述及び理由） 

  質を維持している。 

 

管理運営体制及び事務組織は適切に整備され十分に機能しているが、薬学部地区が、

黒髪地区及び本荘地区から離れていることが理由で、業務運営に一部支障がある面を

抱えている。 

なお、事務職員は、管理運営に関わる職務スキルや能力を向上するための研修等に

積極的に参加しており、チームリーダーを中心に事務職員 15 名（定員内職員６名）と

いう小さな事務組織であるが、定員内職員４名が他機関での実務経験を持っている。 

また、大江地区で開催しているオープンキャンパスや入試説明会においては、薬学

部教職員のみ（黒髪地区は学生支援部がサポート）で開催しており、事務組織が十分

な任務を果たすスキルを持っていると判断している。 

薬学共用試験（OSCE）については、数年前から事務担当者も FD の一環として、試験

進行のアナウンス、タイムキーパー等の重要な業務を担当しており、先生方からも高

い評価を得ている状況である。 

以上のことから、管理運営体制及び事務組織は適切に機能していると判断する。 

 
 （２）分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとと

もに、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
 

（記述及び理由） 

質を維持している。 

 

自己点検･評価は全学的な「組織評価」によって定期的に行われていることから、活

動の総合的な状況に関する自己点検･評価は適切に実施されており、また、継続的に改

善するための体制も整備され、機能していると判断する。 

 
（１）分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表あれることにより、

説明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  
 

（記述及び理由） 

質を維持している。 

 

本学のウェブサイトにおいて、教育研究活動等については周知しており、熊薬もの 

がたりやニュースレター等の刊行物の発信などにより、教育情報の公表を適切に行っ

ており、説明責任を適切に果たしている。 

    入学者受け入れ方針（AP）、教育編成方針（CP）、学位授与方針（DP）を適切に定め 

てウェブサイト等で公表･周知してている。 

    以上のことから、教育研究活動等についての情報は、適切に、そして十分に公表さ

れており、説明責任は十分に果たされていると判断する。 

 
（１）分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  
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（記述及び理由） 

質を維持している。 

 

大江キャンパスの施設は、教員研究室、実習室、講義室及び事務室等適正に配置さ

れている。 

 学生が利用可能なパソコン台数も十分に設置されており、教育研究活動を展開する

上で必要な ICT 環境への配慮及び整備は十分になされている。 

   附属図書館薬学部分館は、和書、洋書、和雑誌及び洋雑誌の蔵書及び視聴覚教材を

有し、図書環境は極めて充実し活用されている。 

以上のことから、教育研究組織及び教育課程に対応した設備等が整備され、有効に

活用されていると判断する。 


